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炭酸泉で結ばれた絆
ローカルだけどグローバル

市民訪問団、バート・クロツィンゲン市へ

　平成元（1989）年11月23日。旧直入町の故岩屋万一町長らが世

界一の炭酸泉の活用方法を視察するため、ドイツ連邦共和国バー

ト・クロツィンゲン市を初めて訪問し、交流がスタート。「炭酸泉」

をキーワードとしたその歴史に30年の時を刻んだ今年、15名の市民

訪問団が海を渡り、強い絆で結ばれた友人との再会を喜びました。

↑竹楽で使った竹灯籠に火を灯す（左か
ら）首藤市長、佐田市議会議長、キー
バー市長

↑バート・クロツィンゲン市を訪問した市民訪問団と現地のホストファミリーの皆さん

①バート・クロツィンゲン市の温泉施設「ヴィタ・クラシカ」で温泉療養を体
験 ②湯に手をつけるとシュワシュワに ③直入町の庭師が建てた日本庭園を見学 
④施設内に佇む「岡城」の武者返し ⑤日本をモチーフにした宿泊ルームも

①

②

③

④

⑤

深
ま
る
交
流
の
歴
史

　
日
本
で
は
平
成
か
ら
令
和
と
年
号

が
変
わ
り
、
バ
ー
ト
・
ク
ロ
ツ
ィ
ン

ゲ
ン
市
と
の
30
年
に
わ
た
る
交
流
は

郷
土
伝
統
芸
能
や
マ
マ
さ
ん
コ
ー
ラ

ス
の
文
化
交
流
を
は
じ
め
、
ド
イ
ツ

ワ
イ
ン
な
ど
の
経
済
交
流
ま
で
発
展

し
ま
し
た
。

　
そ
の
間
、
２
０
１
２
年
の
九
州
北

部
豪
雨
災
害
へ
の
お
見
舞
金
な
ど
温

か
い
心
遣
い
も
あ
り
、
昨
年
10
月
の

竹
田
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル
「
グ
ラ
ン

ツ
た
け
た
」
の
オ
ー
プ
ン
に
同
市
の

フ
ォ
ル
カ
ー
・
キ
ー
バ
ー
市
長
ら
を

招
待
。
本
市
で
交
流
30
周
年
の
記
念

式
典
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
返
礼
と
し
て
、
バ
ー
ト
・
ク

ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン
市
の
ク
ア
パ
ー
ク
で

開
催
さ
れ
る
「
光
の
ま
つ
り
」
へ
の

招
待
を
受
け
、
あ
わ
せ
て
現
地
で
30

周
年
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
首
藤
市
長
、
佐
田
啓
二
市

議
会
議
長
の
両
名
を
含
む
15
名
の
市

民
訪
問
団
が
７
月
11
日
か
ら
18
日
の

間
、
同
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。

温
か
い
歓
待
、幻
想
的
な
光

　
現
地
で
行
わ
れ
た
対
面
式
で
は

キ
ー
バ
ー
市
長
や
モ
ニ
カ
国
際
交
流

協
会
長
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
皆

さ
ん
か
ら
心
温
ま
る
歓
迎
を
受
け
、

久
し
ぶ
り
の
再
会
に
話
が
弾
み
ま
し

た
。

　
そ
の
後
、
バ
ー
ト
・
ク
ロ
ツ
ィ
ン

ゲ
ン
市
に
あ
る
温
泉
施
設
「
ヴ
ィ

タ
・
ク
ラ
シ
カ
」
に
移
動
。
大
小
さ

ま
ざ
ま
な
温
泉
プ
ー
ル
に
入
り
、
炭

酸
泉
、
温
泉
資
源
を
活
用
し
た
温
泉

療
養
を
実
際
に
体
験
し
ま
し
た
。

　
翌
日
は
同
施
設
の
ル
ブ
ザ
ー
メ
ン

館
長
の
案
内
で
、
２
０
０
８
年
に
竹

田
ま
ち
な
み
会
の
皆
さ
ん
と
直
入
町

の
庭
師
が
建
設
し
た
日
本
式
休
憩
所

や
庭
園
な
ど
を
見
学
し
、
こ
れ
ま
で

の
交
流
の
足
跡
を
た
ど
り
ま
し
た
。

　
ヴ
ィ
タ
・
ク
ラ
シ
カ
で
は
現
在
、

年
間
50
万
人
の
利
用
が
あ
り
、
市
民

の
み
な
ら
ず
観
光
客
、
外
国
人
客
の

健
康
づ
く
り
も
担
っ
て
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
。

　
夜
に
は
、「
た
け
た
竹
灯
籠
『
竹

楽
』」
に
感
銘
し
て
始
め
ら
れ
た
と

い
う
「
光
の
ま
つ
り
」
に
参
加
し
、

現
地
の
観
光
客
と
一
緒
に
竹
灯
籠
に

点
火
し
ま
し
た
。
２
０
１
３
年
と
昨

年
の
竹
楽
で
使
用
し
た
燻
製
竹
に
火

が
灯
る
と
、
辺
り
一
面
に
幻
想
的
な

光
景
が
広
が
り
ま
し
た
。

友
好
の
輪
を
次
の
世
代
へ

　
30
周
年
記
念
式
典
に
は
両
市
関
係

者
に
加
え
て
、
バ
ー
ト
・
ク
ロ
ツ
ィ

ン
ゲ
ン
市
の
姉
妹
都
市
で
あ
る
フ
ラ

ン
ス
、
ス
ロ
バ
キ
ア
、
ク
ロ
ア
チ
ア

の
各
国
関
係
者
も
同
席
し
、
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
キ
ー
バ
ー
市
長
が

「
こ
れ
ま
で
の
交
流
の
歴
史
が
か
け

が
え
の
な
い
友
情
と
し
て
実
を
結
ん

だ
。
若
い
世
代
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
も
増
え
て
お
り
、
こ
の
交
流
が

次
の
世
代
に
広
が
っ
て
い
る
こ
と
を

実
感
し
て
い
る
」
と
話
し
、
首
藤
市

長
は
「
当
時
誰
も
知
る
人
が
い
な
い

中
で
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
っ
た
が
、
こ

の
30
年
で
同
じ
夢
を
描
く
仲
間
が
増

え
た
。
す
ば
ら
し
い
交
流
の
場
を
つ
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8月号

今月の目次　Lineup今月の目次　Lineup

人口のうごき

※令和元年７月１日現在の住民基本台帳による

　　　　　　　　　 （ 前 月 比 ）

人　口　21,554  人 　（－ 25 人 ）

男　性　10,093  人 　（－ 11 人 ）

女　性　11,461  人 　（－ 14 人 ）

世帯数　10,206 世帯 （－  7 世帯）

炭酸泉で結ばれた絆

温泉新時代を切り拓く ほか

地域の宝、次の世代へ ほか

“限界集落”を防げ～集落支援員の取り組み～

あなたの移住・定住を応援します

たけたんトピックス①

グランツたけた情報

たけたんトピックス②

休日・夜間の在宅当番医院 ほか

たけたんカレンダー

たけたんインフォ

たけたんインフォ／婚活コラム ほか

学び舎／まるごと博物館

図書館に行こう！

市長コラム「有由有縁」

８月は差別をなくす運動月間です

郷土の植物／すくすく１歳／誕生おめでとう ほか

　 公共料金が改定されます

　 竹田市の追悼者一覧
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■題　字　草刈樵峰（竹田市在住の書家）

■今月の表紙

　竹田市竹田の深田光霊記念吟詠ミュージアム「詩

聲館」で七夕祭りが行われ、あさひヶ丘保育園（穴見

貴信園長）の園児が短冊の飾り付けをしました。「保

育園の先生になりたい」「プリンセスになりたい」…

短冊に思い思いの願いを込めていた園児たち。「いろ

んなところに旅行に行きたい」と書いた友永はなちゃ

ん（６歳）は「願いごとが叶うといいな」とにっこり

笑顔を見せていました。

別冊①

別冊②

昨年来の再会を喜ぶギゼラ→
夫妻と志賀夫妻

←ギゼラさんに着させても
らった民族衣装でポーズを
決める幸美さん

↑浴衣をプレゼントする
と、子どものように喜
んでくれたギゼラさん

①本市からバート・クロツィンゲン市とヴィ
タクラシカ、商工会へ記念品（タペストリー）
を 贈 呈 ②交 流30周年 記 念 式 典 には バー
ト・クロツィンゲン市の姉妹都市の関係者
も ③浴衣で合唱を披露する訪問団の皆さん

①

②

③

く
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
す

る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
友
好
の
輪
を

広
げ
て
い
き
た
い
」
と
感
謝
の
こ
と

ば
を
述
べ
ま
し
た
。

異
国
の
お
姉
さ
ん
に

逢
い
に
行
く
感
覚

志
賀
和
博
さ
ん
・
幸
美
さ
ん
夫
妻

　
携
帯
ア
プ
リ
「
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
」

な
ど
を
使
っ
て
、
日
頃
か
ら
ギ
ゼ
ラ

と
連
絡
を
取
っ
て
い
た
け
ど
、
再
会

で
き
て
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。
ギ

ゼ
ラ
は
、
バ
ー
ト
・
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ

ン
市
の
議
員
を
し
て
い
る
女
性
で
年

齢
も
自
分
よ
り
も
年
上
。
は
っ
き
り

主
張
す
る
タ
イ
プ
で
、
私
に
と
っ
て

は
お
姉
さ
ん
の
よ
う
な
存
在
で
す
。

再
会
が
叶
っ
て
幸
せ
な
気
持
ち
に
な

り
ま
し
た
。

　
記
念
式
典
で
は
、
昨
年
竹
田
市

を
来
訪
し
た
皆
さ
ん
が
私
た
ち
を

覚
え
て
い
て
く
れ
、「
あ
な
た
は
○

○
さ
ん
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
私
は

20
年
前
に
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
し

て
お
世
話
に
な
っ
た
よ
」
と
た
く
さ

ん
の
写
真
を
手
に
、
そ
の
時
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
多

く
の
人
に
話
を
伺
い
、
こ
れ
ま
で
の

交
流
の
積
み
重
ね
が
受
け
入
れ
の

お
も
て
な
し
に
繋
が
っ
て
い
る
と
感

じ
ま
し
た
。

　
特
に
感
動
し
た
の
は
、
こ
の
日
の

た
め
に
と
５
〜
６
月
が
旬
の
ホ
ワ
イ

ト
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
冷
凍
保
存
し
て

お
い
て
く
れ
、
調
理
し
て
ふ
る
ま
っ

て
く
れ
た
こ
と
で
し
た
。

　
式
典
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
、
日

本
ら
し
い
も
の
と
し
て
準
備
し
た
浴

衣
を
ギ
ゼ
ラ
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る

と
、「
今
後
竹
田
市
に
行
く
機
会
が

あ
れ
ば
着
物
な
ど
を
見
に
行
き
た

い
。
ぜ
ひ
連
れ
て
行
っ
て
ね
」
と
子

ど
も
の
よ
う
に
喜
ぶ
姿
が
強
く
印
象

に
残
っ
て
い
ま
す
。

未
来
へ
紡
ぐ
ス
ト
ー
リ
ー

　
旅
の
思
い
出
話
を
嬉
し
そ
う
に
語

る
ご
夫
妻
の
よ
う
に
訪
問
団
の
一
人

一
人
に
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
ト
ー
リ
ー
が

存
在
し
、
こ
れ
ま
で
互
い
に
行
き
来

し
た
個
々
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
積
み
重

な
っ
て
30
年
の
絆
と
な
っ
て
い
る
こ

と
を
実
感
し
た
今
回
の
バ
ー
ト
・
ク

ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン
市
へ
の
訪
問
。
12
月

に
は
本
市
の
中
学
生
が
海
を
渡
り
、

来
年
の
春
に
は
ド
イ
ツ
か
ら
中
学
生

が
訪
れ
る
予
定
で
す
。
両
市
の
未
来

を
紡
ぐ
若
い
世
代
が
新
た
な
交
流
の

１
ペ
ー
ジ
を
刻
む
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
炭
酸
泉
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
始
ま
っ

た
ロ
ー
カ
ル
だ
け
ど
グ
ロ
ー
バ
ル
な

取
り
組
み
は
、
私
た
ち
に
見
る
こ
と

の
で
き
な
い
希
望
の
光
を
指
し
示
し

て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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温泉新時代を切り拓くほか

温泉新時代を切り拓く

〝
竹
田
の
好
き
〞を
伝
え
た
い
!

　
本
市
の
観
光
や
特
産
品
、
イ
ベ
ン

ト
な
ど
を
Ｐ
Ｒ
す
る
「
竹
田
市
観
光

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
レ
デ
ィ
」
の
任
命
式

が
７
月
１
日
、
市
役
所
本
庁
舎
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
任
命
さ
れ
た
の
は
、
大
分
市

在
住
の
川
上
あ
ず
さ
さ
ん
（
26
歳
・

カ
フ
ェ
店
員
）
と
同
じ
く
大
分
市
在

住
の
齊
藤
萌
子
さ
ん
（
23
歳
・
大
学

生
）
で
す
。

　
首
藤
市
長
は
任
命
書
を
手
渡
し
、

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
レ
デ
ィ
に
川
上
さ
ん
と
齊
藤
さ
ん
を
任
命

「
イ
ベ
ン
ト
に
花
を
添
え
て
い
た
だ

き
、
多
く
の
人
に
竹
田
市
の
魅
力
を

伝
え
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
昨
年
に
続
き
任
命
さ
れ
た
川
上
さ

ん
は
「
今
年
は
ラ
グ
ビ
ー
の
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
が
大
分
で
も
開
催
さ
れ
る

の
で
、
外
国
の
方
に
も
多
く
竹
田
を

訪
れ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
Ｐ
Ｒ
し
た

い
」
と
抱
負
。
初
め
て
任
命
さ
れ
た

齊
藤
さ
ん
は
写
真
や
ド
ラ
イ
ブ
が
趣

味
で
市
内
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
よ
く

↑温泉資源を活用した予防医療や観光振興を推進していこうと開催
された「全国炭酸泉シンポジウム2019」

↑湯中運動を体験する国民保養温泉地協議会の会員ら

↑キャンペーンレディに任命された川上あずささん（右）
と齊藤萌子さん。お二人の活躍を期待しています！

訪
れ
て
い
る
そ
う
。「
自
然
や
温
泉

の
豊
か
な
竹
田
市
の
魅
力
を
、Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
活
用
し
て
発
信
し
て
い
き
た

い
」
と
意
気
込
み
を
話
し
ま
し
た
。

官民が強力タッグ
竹田・阿蘇の魅力発信に向け

　昨年12月に「JR豊肥本線を活用した観光振興のため

の協定」を締結した本市と熊本県阿蘇市、JR九州の３

者で、豊肥本線の来年度中の全線再開を見据えた官民

協働の観光地づくりを推進する「阿蘇竹田ブランド観光

地域づくり推進協議会」を発足。その設立総会が７月３

日、グランツたけたで行われました。

　総会には３者のほか、観光関係団体や旅客運送事業

者から約30人が出席。会長に就任した首藤竹田市長は

「地域資源に磨きをかけ、ブランド確立に取り組もう」

とあいさつ。

　協議会では、ラグビーワールドカップ2019や東京

2020オリンピック・パラリンピックの開催による訪日外

国人客の増加が見込まれることから、2023年の外国人

宿泊者数の目標を、2018年の1.5倍にあたる30万人に据

え、両市の自然遺産や温泉資源を活かした新たな滞在

プログラムの開発。外国人旅行者の案内人養成やゲス

トハウスのネットワーク化等を進めていきます。

↑本市と阿蘇市、JR九州の３者を中心とした協議会設立総会の出席者ら

　
温
泉
の
効
能
や
健
全
な
環
境
を
備

え
た
全
国
79
か
所
の
国
民
保
養
温
泉

地
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
魅
力
を
高
め
、

温
泉
新
時
代
を
切
り
拓
こ
う
と
、

「
全
国
炭
酸
泉
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０

１
９
」
が
７
月
４
日
、
竹
田
市
直
入

公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
国
民
保
養
温

泉
地
協
議
会
の
会
員
や
市
民
な
ど
約

１
７
０
人
が
参
加
。「
ヘ
ル
ス
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
現
状
と
展
望
〜
竹
田
市
の

先
進
的
取
り
組
み
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

世
界
の
温
泉
地
を
巡
り
、
温
泉
や
自

然
環
境
、
食
事
な
ど
を
通
じ
て
心
も

体
も
キ
レ
イ
に
な
る
旅
「
ビ
ュ
ー

テ
ィ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
を
提
唱
し
て
い

る
温
泉
ビ
ュ
ー
テ
ィ
研
究
家
で
ト
ラ

ベ
ル
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
石
井
宏
子

さ
ん
が
、「
世
界
的
建
築
家
の
坂
茂

さ
ん
が
設
計
し
た
ク
ア
パ
ー
ク
長
湯

は
個
性
的
な
佇
ま
い
と
炭
酸
泉
の
効

能
、
食
事
を
一
緒
に
楽
し
め
る
施
設

で
、
ま
さ
に
お
墨
付
き
の
温
泉
療
養

施
設
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
翌
５
日
に
は
、
国
民
保
養
温
泉
地

協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
が
ク
ア
パ
ー
ク

長
湯
で
湯
中
運
動
を
体
験
。
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
の
指
導
で
、
炭
酸
泉
に

浸
か
り
な
が
ら
ス
ト
レ
ッ
チ
や
歩
行

運
動
を
行
い
ま
し
た
。
静
岡
県
静
岡

市
観
光
交
流
文
化
局
長
の
大
石
貴
生

さ
ん
は
「
静
岡
に
も
湯
中
運
動
施
設

は
あ
る
が
、
炭
酸
泉
は
浮
力
が
大
き

く
、
足
腰
へ
の
負
担
が
少
な
く
感
じ

た
。
温
泉
と
健
康
を
結
び
つ
け
た
竹

田
市
の
取
り
組
み
を
参
考
に
し
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

か
わ
か
み

さ
い
と
う
も
え  

こ
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地域の宝、次の世代へ ほか

市民有志がボランティア活動

“滑瀬坂”が現れる

地
域
の
宝
、
次
の
世
代
へ

　
久
住
町
白
丹
の
白
丹
町
公
民
館

隣
に
あ
る
市
指
定
有
形
民
俗
文
化

財
「
相
ヶ
鶴
井
手
家
の
石
蔵
」
の
保

存
修
理
が
完
了
し
、
７
月
２
日
、
地

元
の
関
係
者
や
白
丹
小
学
校
の
児
童

16
人
が
出
席
し
記
念
式
典
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
明
治
13
年
、
久
住
町
白
丹
の
相
ヶ

鶴
地
区
に
建
て
ら
れ
た
石
蔵
は
、
竹

葺
の
屋
根
と
石
積
み
の
壁
で
造
ら
れ

　
市
内
に
あ
る
文
化
財
を
実
際
に

見
た
り
触
れ
た
り
し
な
が
ら
歴
史
や

文
化
に
つ
い
て
学
習
す
る
「
文
化
財

市
民
講
座
」
を
毎
月
第
４
土
曜
日
、

竹
田
分
館
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
６
月
の
講
座
で
は
竹
田
夏
越
祭
り

と
城
原
八
幡
社
の
関
係
や
、
江
戸
時

「
相
ヶ
鶴
井
手
家
の
石
蔵
」の
保
存
修
理
が
完
了

竹
田
の
文
化
財
に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん
か
？

土
器
に
直
接
触
れ
た
よ

　６月22日、国指定史跡岡城跡の南面、白滝川

沿いで市民有志による草刈作業が行われました。

岡城跡の石垣の素晴らしさを多くの人に知って

もらいたいと10年ほど前から行われている活動

で、竹田商工会議所の観光接客・金融部会の呼

びかけにより、岡城・歴史まちづくりの会や大分

県建設業協会竹田支部の会員らが参加しました。

　作業は岡藩時代に武家屋敷が並んでいた滑瀬

付近を中心に実施。作業後には武家屋敷からお

城へと通じる「滑瀬坂」が現れ、国道502号から

岡城跡を臨むと、石垣で組まれたつづら折りの

「滑瀬坂」が往時の姿のまま見ることができるよ

うになりました。

　市では岡城跡石垣の保存整備と石垣本来の美

しさを露出させるため、支障となる木竹伐採を

進めていますが、岡城跡を郷土の誇りと思う市

民の皆さんのこうした活動が岡城跡のブラッ

シュアップに繋がっています。

代
の
城
下
町
の
人
々
の
食
生
活
に
つ

い
て
、
古
文
書
な
ど
の
資
料
を
引
用

し
な
が
ら
学
習
し
ま
し
た
。

　
「
な
ぜ
竹
田
夏
越
祭
り
が
現
在
の

よ
う
な
形
に
移
り
変
わ
っ
て
い
っ
た

の
か
」「
江
戸
時
代
の
人
々
は
ど
ん

な
も
の
を
食
べ
て
い
た
の
か
」
な
ど

興
味
の
尽
き
な
い
テ
ー
マ
に
、
参
加

者
ら
は
当
時
の
人
々
の
生
活
を
身
近

に
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　
講
座
の
定
員
は
30
人
程
度
で
す

が
、
ま
だ
若
干
の
余
裕
が
あ
り
ま

す
。
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
ま
ち

づ
く
り
文
化
財
課
（
☎

63-

４

８

１

８

）
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
ま
ち
づ
く
り
文
化
財
課
で
は
今
年

度
、
宮
城
台
小
学
校
と
豊
岡
小
学
校

を
「
文
化
財
資
料
活
用
モ
デ
ル
校
」

に
選
定
し
、
文
化
財
に
直
接
触
れ
、

地
域
の
歴
史
に
つ
い
て
学
ん
で
も
ら

う
出
前
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
宮
城
台
小
の
６
年
生
を
対
象
と
し

た
授
業
で
は
、
市
内
で
出
土
し
た
土

器
を
手
に
取
り
、
気
づ
い
た
こ
と
を

発
表
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

↑式典に出席した白丹小学校の児童16人と地元の皆さん。児童らは式典後、畳が
張られた蔵の２階で茶道を体験しました

↑講座では参加者が一体となった活発
な意見交換が行われています

↑「時代によって土器の色や
重さに違いがあることがわ
かった」と児童たち

←つづら折りの「滑瀬坂」が
現れました

草刈り作業を行った→
市民の皆さん　

た
間
口
７
メ
ー
ト
ル
、
奥
行
き
５

メ
ー
ト
ル
の
２
階
建
て
の
蔵
で
、
昭

和
57
年
10
月
４
日
に
文
化
財
指
定
さ

れ
ま
し
た
。
同
地
区
が
稲
葉
ダ
ム
の

建
設
に
よ
る
水
没
地
域
と
な
っ
た
た

め
、
平
成
12
年
に
現
在
の
場
所
に
移

築
さ
れ
、
白
丹
町
自
治
会
に
よ
っ
て

管
理
・
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
蔵
は
平
成
26
年
に
石
積
み
の
一
部

が
、
ま
た
平
成
28
年
の
熊
本
地
震
で

は
別
の
箇
所
が
崩
落
。
復
旧
に
併
せ
、

経
年
に
よ
り
腐
朽
し
た
竹
屋
根
の
葺

き
替
え
、２
階
床
面
の
改
修
等
を
行

い
、
今
年
３
月
に
完
成
し
ま
し
た
。

　
首
藤
市
長
は
「
石
蔵
に
は
茶
室
を

設
け
る
な
ど
活
用
の
幅
を
広
げ
て
お

り
、
学
習
活
動
の
場
、
ま
た
文
化
芸

術
活
動
に
お
け
る
創
作
・
発
表
の
場

と
し
て
、
地
域
の
方
や
工
芸
家
な
ど

多
く
の
人
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
緒
方
不
二
麿
・

白
丹
町
自
治
会
長
は
「
先
人
が
遺
し

て
く
れ
た
文
化
財
を
保
護
し
、
先
人

の
営
み
を
振
り
返
る
こ
と
は
意
義
深

い
。
修
復
が
実
現
し
、
次
の
世
代
に

引
き
継
が
れ
る
こ
と
を
大
変
嬉
し
く

思
う
」
と
述
べ
ま
し
た
。

ぬめり せ
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“限界集落”を防げ～集落支援員の取り組み～

※任期は令和元年６月１日～令和２年３月31日

地区 氏　名 自治会（期）

竹田

岡本

明治

豊岡

玉来

松本

菅生

入田

嫗岳

宮砥

宮城

城原

荻

柏原

久住

白丹

都野

長湯

下竹田

太田　秀政

原田　信子

後藤　英一

阿南　英三

伊藤　良一

後藤　新一

大塚　正則

工藤喜一郎

丸山　勝利

佐藤　邦俊

菅　　惠次

佐藤　健吾

戸井田酉二

下城　広士

渡邉　勝三

伏田　誠一

伊藤　誠至

小野　孝久

那須　　充

杣谷（新任）

立石（２期目）

上平田（２期目）

飛田川田原（８期目）

岩本（２期目）

大津留上（新任）

戸上（６期目）

大仲寺（４期目）

井手の上（新任）

久小野（４期目）

古園（新任）

長田尾（３期目）

桑木（３期目）

柏原（４期目）

道園（２期目）

宮原（２期目）

市（新任）

柚柑子（新任）

藤目（新任）

〝
限
界
集
落
〞を
防
げ 
〜
集
落
支
援
員
の
取
り
組
み
〜

↑「移住・定住の促進はもちろん、

地域の後継者育成にも努めてい

きたい」と話す阿南英三さん

↑移住者や小規模集落へのサポート等の活動を行っている竹田市集落支援員の皆さん

将
来
の
地
域
の
カ
タ
チ

●竹田市集落支援員（敬称略）

　
全
国
の
農
山
村
で
進
行
す
る
少

子
・
高
齢
化
、
過
疎
化
。
そ
れ
に
伴

う
空
き
家
や
耕
作
放
棄
地
の
増
加
。

こ
う
し
た
現
象
は
集
落
機
能
を
低
下

さ
せ
る
と
と
も
に
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
衰
退
を
招
き
、
結
果
と
し
て

共
同
体
と
し
て
の
機
能
を
維
持
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
「
限
界
集
落
」
に

陥
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

　
こ
の
現
象
に
歯
止
め
を
か
け
る
た

め
、
本
市
で
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
再
生
に
つ
な
げ
る
政
策
と
し
て
、

全
国
に
先
駆
け
て
「
農
村
回
帰
宣
言

市
」
を
標
榜
し
、
移
住
者
を
積
極
的

に
受
け
入
れ
て
き
ま
し
た
。

　
平
成
22
年
度
に
「
竹
田
市
農
村
回

帰
支
援
セ
ン
タ
ー
」
が
設
立
さ
れ
て

９
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
こ
の
間

に
農
村
回
帰
の
施
策
を
通
じ
て
１
６

３
世
帯
・
３
１
２
人
の
移
住

が
実
現
し
ま
し
た
。
加
え

て
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

員
が
そ
の
家
族
を
含
め
、

81
世
帯
・
１
２
１
人
移
住

し
て
い
ま
す
。

　
農
村
回
帰
運
動
の
推
進

と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再

生
を
図
る
た
め
、
旧
小
学

校
区
ご
と
に
19
人
の
集
落

支
援
員
を
委
嘱
し
、
定
住

支
援
員
や
営
農
相
談
員
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
活
動

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
集
落
支
援
員
は
、
地
区

の
自
治
会
長
会
の
推
薦
を

い
た
だ
い
た
方
で
、
定
期
的

に
市
役
所
で
開
催
す
る
集

落
支
援
員
会
議
を
通
し
て

地
域
の
情
報
を
共
有
す
る
ほ
か
、
具

体
的
な
業
務
と
し
て
、①
移
住
者
へ

の
サ
ポ
ー
ト
、②
空
き
家
調
査
に
関

す
る
こ
と
、③
小
規
模
集
落
へ
の
サ

ポ
ー
ト
、④
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組

織
に
関
す
る
協
議
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
令
和
元
年
６
月
１
日
付
け
で
委
嘱

さ
れ
た
集
落
支
援
員
は
下
記
の
方
々

で
す
。
ま
た
、
定
住
支
援
員
と
し
て

渡
邊
英
治
さ
ん
（
田
向
町
）、
木
下

郁
雄
さ
ん
（
横
平
）、
佐
藤
直
子
さ

ん
（
田
町
）
の
３
人
が
、
営
農
相
談

員
兼
集
落
支
援
員
と
し
て
佐
藤
正
さ

ん
（
荻
・
田
代
）
が
令
和
元
年
４
月

１
日
付
け
で
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
竹
田
市
集
落
支
援
員
と
し
て
、
７

期
７
年
に
わ
た
り
移
住
・
定
住
の
支

援
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
に

取
り
組
ん
で
き
た
阿
南
英
三
さ
ん

（
77
歳
）。
担
当
す
る
豊
岡
地
区
は

市
外
か
ら
の
転
入
者
が
多
く
、「
高

齢
化
が
進
む
中
で
、
市
内
に
移
住
し

て
く
れ
る
の
は
あ
り
が
た
い
。
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
希
薄
に
な
ら
な
い
よ

う
に
、
支
援
員
と
し
て
の
役
割
の
重

要
性
を
感
じ
る
」

　
一
昨
年
、
宇
佐
市
安
心
院
町
の
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
を
視
察
し
、
住
民

主
導
の
事
業
の
実
施
、
ワ
ン
コ
イ
ン

居
酒
屋
を
通
し
て
の
世
代
間
交
流
、

自
主
財
源
の
確
保
に
よ
る
安
定
的
・

持
続
的
な
活
動
の
展
開
な
ど
、
住
民

の
主
体
的
な
参
画
に
感
銘
を
受
け

た
そ
う
で
、「
移
住
者
と
地
域
で
暮

ら
す
人
。
高
齢
者
と
若
い
世
代
。
ど

う
結
び
付
け
て
、
私
た
ち
の
知
識
や

経
験
を
受
け
継
い
で
も
ら
う
か
。
支

援
員
の
活
動
を
通
じ
て
、
将
来
を
見

据
え
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
の

あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た

い
」
と
力
を
込
め
ま
し
た
。
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移
住
定
住
の
相
談
窓
口
、
竹
田
市

城
下
町
交
流
館
「
集
」
が
６
月
20
日
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
相
談
ス
ペ
ー
ス
に
加

え
、
絵
本
や
お
も
ち
ゃ
な
ど
を
準
備

し
た
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
を
新
た
に
設

置
。
移
住
者
の
み
な
ら
ず
、
子
育
て

世
代
に
も
気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
も
ら

あ
な
た
の
移
住
・
定
住
を

応
援
し
ま
す

　
移
住
や
定
住
、
空
き
家
を
活
用
し
た
い
と
お
考
え
の
皆
さ
ん
に
、

次
の
３
つ
の
移
住
支
援
・
助
成
金
制
度
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

作
を
行
う
場
所
を
つ
く
ろ
う
と
元
地

域
お
こ
し
協
力
隊
員
で
彫
刻
家
の
森

貴
也
さ
ん
が
考
案
。
空
き
家
と
な
っ

て
い
る
家
の
改
修
に
着
手
し
、
作
業

に
は
日
本
文
理
大
学
工
学
部
の
近
藤

正
一
教
授
や
建
築
を
専
攻
す
る
学
生

13
人
も
加
わ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

学
生
ら
は
地
域
の
歴
史
を
学
ぶ
と
と

も
に
、
竹
田
の
土
で
土
壁
を
作
る

「
左
官
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
に
も
挑

戦
す
る
予
定
。
ア
ト
リ
エ
は
来
年
３

月
の
完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

↑開所は木・金・土曜の午前10時～午後５

時。お問い合わせは竹田市城下町交流館

「集」（☎63-0133）まで

↑リフォーム中の古民家。完成後はアー

トを通じた地域住民との交流拠点に

↑移住者の相談に乗る友永さん。「中高校生にも

気軽に立ち寄ってもらいたい。移住者との交流

で視野が広がり、将来の糧になれば」と話す

①
竹
田
市
定
住
促
進
住
宅

取
得
事
業
費
補
助
金

②
竹
田
市
民
間
賃
貸
住
宅

建
設
促
進
事
業
補
助
金

③
中
九
州
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

未
来
応
援
助
成
金

交
流
の
拠
点
が
新
し
く 改修進む「城原の家」

え
る
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
施
設
の
運
営
を
行
う
市
地
域
お
こ

し
協
力
隊
員
の
友
永
英
子
さ
ん
は

「
す
ぐ
近
く
に
あ
る
市
立
図
書
館
と

連
携
し
た
読
み
聞
か
せ
や
展
示
の
イ

ベ
ン
ト
な
ど
、『
学
び
』
を
テ
ー
マ
に

文
教
ゾ
ー
ン
と
し
て
の
役
割
、
交
流

の
仕
掛
け
を
考
え
た
い
」
と
意
欲
を

見
せ
て
い
ま
し
た
。

　
竹
田
市
米
納
の
築
１
０
０
年
超
の

古
民
家
で
、
ア
ト
リ
エ
「
城
原
の
家
」

づ
く
り
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
芸
術
家
が
滞
在
し
な
が
ら
作
品
制

あなたの移住・定住を応援します  
今
年
４
月
に
新
設

　
若
者
の
市
内
へ
の
定
住
を
促
進
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
新
設
し
ま
し

た
。
新
築
ま
た
は
新
築
購
入
で
、
い

ず
れ
も
経
費
が
１
千
万
円
（
税
抜
き
）

以
上
で
あ
る
住
宅
が
対
象
と
な
り
ま

す
。
建
築
業
者
が
市
内
に
本
店
ま
た

は
営
業
所
等
を
有
す
る
業
者
で
施
工

す
る
場
合
、
ま
た
は
当
該
業
者
か
ら

購
入
す
る
場
合
は
１
０
０
万
円
を
補

助
し
、
建
築
業
者
が
市
外
業
者
の
場

合
は
50
万
円
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
者
　
こ
れ
か
ら
住
宅
を
取
得

（
新
築
・
新
築
購
入
）
す
る
45
歳
未

満
の
方
（
受
給
資
格
認
定
時
）

※

工
事
着
手
す
る
前
に
市
と
の
事
前

協
議
が
必
要
で
す
。

対
象
期
間
　
令
和
４
年
３
月
31
日

（
受
給
資
格
認
定
日
）
ま
で

対
象
経
費
　
新
築
ま
た
は
新
築
購

入
住
宅
の
建
設
物
本
体
工
事
に
要
す

る
経
費
（
外
構
、
車
庫
、
合
併
浄
化

槽
等
は
含
み
ま
せ
ん
）

補
助
条
件
　

■
補
助
金
関
係
書
類
を
補
助
完
了
年

度
か
ら
起
算
し
て
10
年
間
保
存

■
補
助
金
交
付
決
定
日
か
ら
10
年
以

内
に
取
壊
、売
却
、転
居
し
な
い
こ
と

■
転
入
予
定
者
は
申
請
日
の
属
す
る

年
度
と
同
一
の
年
度
内
に
本
市
に

転
入
す
る
こ
と

■
受
給
資
格
者
で
新
築
す
る
場
合

は
、
認
定
後
１
年
以
内
に
住
宅
建

設
工
事
を
着
手
す
る
こ
と
　
な
ど

 

　
民
間
が
設
置
す
る
賃
貸
住
宅
の

一
部
を
助
成
す
る
こ
と
で
、
単
身
者

や
世
帯
向
け
の
賃
貸
住
宅
増
加
を
図

り
、
移
住
定
住
を
促
進
し
ま
す
。

　
ア
パ
ー
ト
等
の
新
築
に
係
る
費
用

の
10
分
の
１
、
１
棟
上
限
１
千
万
円

を
補
助
し
ま
す
。

対
象
者
　
こ
れ
か
ら
市
内
で
賃
貸
住

宅
の
建
設
に
着
手
し
、
そ
の
所
有
者

と
な
る
法
人
ま
た
は
個
人

※

工
事
着
手
す
る
前
に
市
と
の
事
前

協
議
が
必
要
で
す
。

対
象
期
間
　
令
和
４
年
３
月
31
日

（
受
給
資
格
認
定
日
）
ま
で

補
助
条
件

■
１
棟
に
つ
き
４
戸
以
上
の
住
宅
戸

数
を
有
す
る
こ
と

■
補
助
事
業
完
了
後
、
10
年
以
上
賃

貸
住
宅
の
用
に
供
す
る
こ
と

■
新
築
で
あ
る
こ
と
　
　
　
　
な
ど

　
中
九
州
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
新
生
活

を
は
じ
め
る
方
に
助
成
金
を
交
付
し

ま
す
。

対
象
者
　
中
九
州
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の

宅
地
を
購
入
し
て
住
宅
を
建
築
し
た

方
ま
た
は
新
築
建
売
住
宅
を
購
入
し

た
方

助
成
内
容
　
住
宅
建
築
工
事
金
額

ま
た
は
住
宅
購
入
金
額
の
２
％
（
千

円
未
満
切
り
捨
て
）

※

上
限
額
は
戸
建
が
60
万
円
、
集
合

住
宅
が
３
０
０
万
円

対
象
期
間
　
販
売
開
始
か
ら
３
年
間

こ
れ
ら
の
補
助
金
以
外
に
も
、
移

住
・
定
住
に
関
す
る
助
成
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問 

企
画
情
報
課
ま
ち
未
来
創
造
室

☎
０
９
７
４-

63-

４
８
０
１

ゆ
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たけたんトピックス①

亀
の
井
自
動
車
学
校
・
竹
田
が
快
挙

２
年
連
続
で
初
心
運
転
者
事
故
率
ゼ
ロ

完成！竹田市産カボスの発泡酒

私たちの“働く力”を見て！

↑カボスのスッキリした味わいと極上の爽快感、焼き魚との相性
がバッチリの「九州CRAFTかぼす」をぜひご賞味ください

↑親身になって教習を行う指導員

↑感謝状を手にする堀昭彦校長（前列
右）

０
０
０
リ
ッ
ト
ル
を
醸
造
。
９
月
ま

で
の
期
間
限
定
で
全
国
に
向
け
て
販

売
を
展
開
し
、
市
内
道
の
駅
で
は
３

３
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
瓶
を
販
売
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
本
市
が
扱
う
ふ
る

さ
と
納
税
の
返
礼
品
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ

プ
に
も
加
え
ら
れ
る
予
定
で
す
。

　
ビ
ー
ル
の
原
料
と
な
る
ホ
ッ
プ
を

栽
培
・
特
産
化
し
、
観
光
振
興
に
結

び
つ
け
る
本
市
の
取
り
組
み
「
ホ
ッ

プ
栽
培
へ
の
挑
戦
」
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
る
同
社
で
は
、
昨
年
11
月
に
独

自
ブ
ラ
ン
ド
「
九
州
Ｃ
Ｒ
Ａ
Ｆ
Ｔ
」

を
立
ち
上
げ
、
九
州
の
素
材
に
こ
だ

わ
っ
た
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
を
展
開
。

本
市
で
収
穫
さ
れ
た
カ
ボ
ス
を
使
っ

た
「
九
州
Ｃ
Ｒ
Ａ
Ｆ
Ｔ
か
ぼ
す
」
は
、

九
州
産
の
ユ
ズ
や
キ
ン
カ
ン
と
と
も

に
季
節
限
定
で
醸
造
さ
れ
る
新
商
品

で
す
。

　
永
野
代
表
取
締
役
は
「
ホ
ッ
プ
と

カ
ボ
ス
の
香
り
、
酸
味
の
バ
ラ
ン
ス

に
試
行
錯
誤
し
た
が
、
満
足
の
い
く

商
品
が
で
き
た
。
竹
田
か
ら
大
分
、

そ
し
て
全
国
に
発
信
で
き
れ
ば
」
と

期
待
を
込
め
て
い
ま
し
た
。

　「
九
州
Ｃ
Ｒ
Ａ
Ｆ
Ｔ
か
ぼ
す
」
は
８

↑生徒たちはメンテナンス作業やカッター部品の組み
立て作業などを実演

　
宮
崎
ひ
で
じ
ビ
ー
ル
株
式
会
社

（
宮
崎
県
延
岡
市
、
永
野
時
彦
代
表

取
締
役
）
が
「
九
州
の
恵
み
を
醸
す

ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
」
と
し
て
、
竹
田

市
産
の
カ
ボ
ス
を
使
用
し
た
発
泡
酒

「
九
州
Ｃ
Ｒ
Ａ
Ｆ
Ｔ
か
ぼ
す
」
を
開

発
。
完
成
報
告
会
が
６
月
24
日
、
市

役
所
本
庁
舎
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　職業教育の取り組みや進路学習の成

果を知ってもらおうと、大分県立竹田

支援学校高等部による「ワーキングフェ

ア」が７月９日、竹田市総合社会福祉

センターで行われました。

　同校の東邦彦校長は「生徒の働く力

や職業適性を実際に見て、現場実習の

受け入れ先として検討していただきた

い。このフェアが雇用へのきっかけに

なれば」とあいさつ。

　竹田と豊後大野市内23社の関係者約

30人は、床や机のメンテナンス作業や

洗車作業、パソコンを利用した名刺作

成やカッター部品の組み立てなど、高

等部の生徒21人が行う作業学習を見学

し、生徒一人一人の働く意欲や適性を

把握しようと努めていました。

↑完成を喜ぶ宮崎ひでじビールの永野時彦代表取締役
（写真中央）と関係者の皆さん

　
竹
田
市
植
木
の
「
亀
の
井
自
動
車

学
校
・
竹
田
」
が
平
成
28
年
と
29
年

の
卒
業
生
２
９
７
人
の
初
心
運
転
者

事
故
率
ゼ
ロ
を
達
成
し
、
寶
珠
山
和

久
竹
田
警
察
署
長
か
ら
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
41
年
に
開
校
し
た
同
校
で

は
、
本
市
と
豊
後
大
野
市
、
熊
本
県

阿
蘇
市
を
中
心
に
教
習
生
が
運
転
技

術
を
学
び
、
こ
れ
ま
で
に
約
１
万
６

千
人
が
卒
業
。
近
年
は
少
子
化
な
ど

の
影
響
で
教
習
生
の
数
は
ピ
ー
ク
時

の
３
分
の
１
ほ
ど
に
減
少
し
て
い
ま

す
が
、
開
校
当
時
の
面
影
を
残
す
校

舎
で
は
、
６
人
の
ベ
テ
ラ
ン
指
導
員

が
「
全
員
で
一
人
を
育
て
る
」
を
合

言
葉
に
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気

の
中
、
熱
意
あ
ふ
れ
る
教
習
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
事
故
や
違
反
に
は
無
縁
な
優
良
ド

ラ
イ
バ
ー
を
育
て
る
こ
と
が
自
動
車

学
校
一
番
の
使
命
。
卒
業
時
に
は
初

心
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
と
一
人
ひ
と

り
に
「
交
通
安
全
の
誓
い
」
を
立
て

て
も
ら
い
、
卒
業
生
を
招
い
て
の
年

２
回
の
交
流
会
で
は
個
々
の
運
転
状

況
を
聞
き
、
必
要
な
ア
ド
バ
イ
ス
を

送
る
な
ど
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
に
も

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
寶
珠
山
署
長
は
「
全
国
的
に
み
て

も
２
年
連
続
の
事
故
率
ゼ
ロ
は
快

挙
」
と
称
え
、
感
謝
状
を
受
け
取
っ

た
堀
昭
彦
校
長
は
「
校
訓
の
『
運
転

は
心
』
を
実
践
し
て
き
た
こ
と
が
成

果
に
つ
な
が
っ
た
。
運
転
技
能
の
習

得
は
も
ち
ろ
ん
、
し
っ
か
り
と
し
た

安
全
意
識
を
心
に
刻
み
込
む
こ
と
が

大
切
だ
と
教
え
て
い
る
。
事
故
ゼ
ロ

の
記
録
を
さ
ら
に
継
続
し
、
地
域
の

交
通
安
全
に
貢
献
で
き
る
よ
う
今
後

も
親
身
な
指
導
を
行
っ
て
い
き
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。
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グランツたけた情報

感
動
わ
く
わ
く
！   

グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
イ
ベ
ン
ト
情
報

遺
作
「
憾
」
の
真
実

瀧
廉
太
郎
生
誕
１
４
０
年
記
念
事
業
開
催

こ
の
夏
、
遂
に
明
か
さ
れ
る
！

マルシェ事業登録者

大募集！

　
瀧
廉
太
郎
生
誕
１
４
０
年
の
節

目
と
な
る
、
８
月
24
日
（
廉
太
郎

の
誕
生
日
）
に
記
念
事
業
を
開
催

し
ま
す
。

　
当
日
は
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
宮
谷

理
香
さ
ん
が
「
メ
ヌ
エ
ッ
ト
」
ほ

か
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
特
別
演
奏
を
お

届
け
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
瀧
廉
太
郎
の
真
実
が

明
ら
か
に
な
る
史
料
解
説
。
今
年

２
月
、
瀧
廉
太
郎
の
親
友
の
ご
遺

族
の
方
か
ら
本
市
に
寄
贈
し
て
い

た
だ
い
た
廉
太
郎
の
直
筆
の
譜
面

や
書
簡
、
写
真
な
ど
の
貴
重
な
史

料
を
瀧
廉
太
郎
記
念
全
日
本
高
等

学
校
声
楽
コ
ン
ク
ー
ル
運
営
諮
問

委
員
と
し
て
、
長
年
ご
協
力
い
た

だ
い
て
い
る
松
本
正
先
生
（
大
分

大
学
名
誉
教
授
）に
調
査
を
依
頼
。

史
料
の
中
に
、
廉
太
郎
の
遺
作

「
憾
」
の
楽
譜
（
11
月
２
日
の
日

付
が
入
っ
た
未
発
表
の
も
の
）
が

存
在
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に

な
り
、
松
本
先
生
に
は
、
４
パ

タ
ー
ン
の
ピ
ア
ノ
弾
き
比
べ
を
聴

き
な
が
ら
「
遺
作
が
完
成
に
至
る

ま
で
」
を
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　
ま
だ
ど
こ
に
も
発
表
さ
れ
て
い

な
い
廉
太
郎
の
遺
作
「
憾
」
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
こ
の
竹
田
で
披
露
し

ま
す
。
ぜ
ひ
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

★
瀧
廉
太
郎
生
誕
１
４
０
年
記
念

事
業

日
時
　
８
月
24
日
㈯
　
12
時
30
分

開
場
、
午
後
１
時
開
演

会
場
　
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
　
廉
太

郎
ホ
ー
ル

内
容
　
宮
谷
理
香
さ
ん
に
よ
る
ピ

ア
ノ
演
奏
／
【
第
１
部
】「
憾
」

実
演
、
解
説
／
【
第
２
部
】
史
料

解
説

※

ホ
ワ
イ
エ
に
て
史
料
一
部
展
示

ほ
か

入
場
料
　
無
料
（
整
理
券
が
必
要
）

問 

瀧
廉
太
郎
生
誕
１
４
０
年
記

念
事
業
実
行
委
員
会
　
☎
０
９
７

４-

63-

４
８
０
７

8/24㈯

廉太郎ホール

に集合！

川
畠
成
道
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
リ

サ
イ
タ
ル
（
ピ
ア
ノ
・
寺
嶋
陸
也
）

日
時
　
11
月
23
日
㈯
　
午
後
２
時

30
分
開
場
　
午
後
３
時
開
演

会
場
　
廉
太
郎
ホ
ー
ル

入
場
料
　
一
般

は
３
千
円
、
竹

田
市
民
価
格
は

２
千
円

チ
ケ
ッ
ト
発
売 

８
月
24
日
㈯
　

午
前
10
時
〜

同
日
開
催
！

「
イ
ギ
リ
ス
は
美
味
し
い
！
」

マ
ル
シ
ェ

　
正
午
〜
午
後
３
時
の
間
、
市
民
ラ

ウ
ン
ジ
に
て
行
い
ま
す
。（
チ
ケ
ッ

ト
を
お
持
ち
で
な
い
方
も
ご
利
用

で
き
ま
す
）

川
畠
成
道
の
コ
コ
が
聴
き
ど
こ
ろ
！

リ
サ
イ
タ
ル
の
楽
し
み
方
講
座

　
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
20
分
の

間
、
多
目
的
ホ
ー
ル
・
キ
ナ
ー
レ
に

て
行
い
ま
す
。
入
場
無
料
。
講
師
は

弦
楽
器
雑
誌
『
サ
ラ
サ
ー
テ
』
編
集

局
長
の
伊
東
雨
音
さ
ん
。

文
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

フ
ロ
ン
ト
ス
タ
ッ
フ
研
修
「
実
技
編
」

日
時
　
８
月
４
日
㈰
　
午
前
10
時

〜
午
後
５
時
　

講
師
　
星
乃
も
と
子
さ
ん

※

大
雨
警
報
の
た
め
延
期
と
な
っ
た

６
月
30
日
㈰
の
振
り
替
え
で
す
。

公
開
講
座
「
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
か
ら
輝

く
文
化
発
信
！
そ
の
裏
側
に
迫
る
」

日
時
　
８
月
18
日
㈰
　
午
後
６
時

〜
８
時
　

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
　
藤
原
惠
洋
さ
ん

（
ま
ち
づ
く
り
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
、

九
州
大
学
大
学
院
芸
術
工
学
研
究

院
教
授
）

定
員
　
30
人（
高
校
生
も
大
歓
迎
！
）

※

グ
ラ
ン
ツ
の
事
業
に
つ
い
て
わ
か
り

や
す
く
説
明
し
ま
す
。

グ
ラ
ン
ツ
由
学
館

Vol.
４

「
グ
ラ
ン
ツ
探
検
隊
！

バ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
ツ
ア
ー
」

日
時
　
８
月
17
日
㈯
　
午
後
３
時

〜
４
時

定
員
　
50
人

対
象
　
小
学
生
以
上

締
切
　
８
月
15
日
㈭※

定
員
に
達

し
次
第
受
付
終
了

お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み
は

竹
田
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル
〈
グ
ラ

ン
ツ
た
け
た
〉
ま
で

☎
０
９
７
４-

63-

４
８
３
７

FAX 

０
９
７
４-

63-

２
２
１
１ 

　

E-m
ail g

lan
z@

city.taketa.lg
.jp

　グランツたけたの主催事業の際に、

飲食サービスを行う事業者を募集しま

す。今年度の事業者を登録し、イベン

トごとに出店者を選考します。賑わい

づくりや、食文化の紹介、市民の交流

の場の創出に参加しませんか？

応募方法　所定の申請書に記入のう

え、窓口へ持参、郵送、FAX、メール

にてお送りください。申請書はグラン

ツたけた窓口にて配布、またホーム

ページにも掲載します。その他詳しい

規定や条件等については申請書をご覧

ください。

募集締切　８月30日㈮　午後５時　

※登録者には出店いただく際、申請者に電話

にてご連絡します。

グランツ
たけた

う
ら
み

2019年８月発行9



たけたんトピックス②

↑安全祈願祭には関係者約40人が出席し、施設
の無事完成を祈願しました

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
と
な
る
施
設
に

安
定
的
な
税
収
確
保
に
向
け
、職
員
を
派
遣

納
税
に
つ
い
て

ご
相
談
く
だ
さ
い

新
岡
本
分
館
を
建
設

↑辞令を交付された大分県税事務所特別滞納整理
室の小野貴将さん（写真中央）、豊後大野市税務
課収納管理係の伊藤良太さん（右）

　８月17日㈯～ 19日㈪に福岡県久留米市で開

催される「JALカップ第８回全九州学童軟式野

球大会」に荻町スポーツ少年団野球部（後藤

満明監督・14名）が出場します。

　大会には各県代表２チーム、計16チームが

出場。主将の阿部莉空選手は「１試合でも多く

勝てるように頑張ります」と決意を述べました。

　大分高等学校サッカー

部 の 菊 地 孔 明 さ ん（３

年・直入町出身）が７月

26日㈮～８月１日㈭に沖

縄県で開催される「令和

元年度全国高等学校総合

体育大会サッカー競技大

会」に出場します。

　FWとしてチームをけん引する菊地選手。

２年連続の出場となるインターハイでは

「チームとしてはベスト４、個人としては５

得点以上を目指します」と力を込めました。

↑「大 会 得 点 王 を 目 指 し
ます」と菊地孔明さん

↑「竹田市代表として頑張ってきます」と荻町スポーツ少年団野球部の皆さん

　
滞
納
整
理
の
技
術
向
上
と
市
税

等
の
徴
収
強
化
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
専
門
的
知
識
と
豊
富
な
経

験
を
備
え
た
県
職
員
を
派
遣
す
る

「
県
職
員
派
遣
事
業
」
と
し
て
大
分

県
税
事
務
所
特
別
滞
納
整
理
室
か

ら
小
野
貴
将
主
査
、
市
税
務
職
員

を
相
互
に
併
任
す
る
「
市
町
村
相
互

併
任
事
業
」
と
し
て
豊
後
大
野
市
か

ら
職
員
５
名
が
本
市
に
相
互
併
任
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
、
７
月
１
日
、
市
役

所
で
辞
令
交
付
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
県
職
員
派
遣
事
業
」
で
は
小
野

主
査
以
外
の
５
名
の
職
員
に
も
辞

令
を
交
付
し
、
徴
税
業
務
に
あ
た
り

ま
す
。
派
遣
期
間
は
12
月
27
日
ま

で
の
間
の
12
日
。「
市
町
村
相
互
併

任
事
業
」
に
よ
る
併
任
期
間
は
来

年
３
月
末
ま
で
で
、
本
市
の
税
務
職

員
５
名
も
豊
後
大
野
市
へ
相
互
併

任
し
ま
す
。

　
首
藤
市
長
は
「
こ
の
派
遣
事
業
に

よ
り
市
税
等
の
徴
収
率
が
向
上
す

る
な
ど
、
大
き
な
成
果
を
収
め
て
い

る
。
今
年
度
も
相
互
に
連
携
を
取

り
、
結
果
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
」
と

あ
い
さ
つ
。
辞
令
交
付
を
受
け
た
11

名
は
今
後
、
本
市
の
徴
税
吏
員
と
し

て
市
職
員
と
と
も
に
市
税
等
の
徴

収
に
関
す
る
業
務
を
行
い
ま
す
。

　
災
害
や
病
気
、
失
業
な
ど
に

よ
り
、
納
税
に
困
難
な
事
情
が

あ
る
場
合
は
、
収
入
明
細
な
ど

の
生
活
状
況
が
わ
か
る
資
料
を

お
持
ち
の
う
え
、
税
務
課
特
別

収
納
推
進
室
（
☎
63-

１
１
１
１ 

内
線
１
９
３
・
１
９
４
・
１
９

５
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
市
で
は
住
み
よ
い
地
域
づ
く

り
に
向
け
、
適
正
か
つ
公
平
な

納
税
、
安
定
的
な
税
収
の
確
保

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
皆
さ
ま

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

輝け！竹田の星☆彡

　
竹
田
市
三
宅
の
竹
田
市
中
央
公
民

館
岡
本
分
館
が
新
築
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
７
月
１
日
、
現
地
で
安
全
祈

願
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
25
年
３
月
に
閉
校
し
た
旧

岡
本
小
学
校
の
校
舎
を
活
用
し
開

設
さ
れ
た
岡
本
分
館
で
は
、
民
謡
や

竹
工
芸
な
ど
の
各
種
教
室
を
は
じ
め

さ
ま
ざ
ま
な
分
館
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
で
は
「
岡

本
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
」
が
設
立
さ

れ
、
分
館
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ほ

か
、
１
万
７
千
冊
の
本
を
取
り
揃
え

た
「
岡
本
ふ
れ
あ
い
図
書
館
」
を
主

体
的
に
運
営
す
る
な
ど
、
特
色
あ
る

取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
昭
和
53
年
に
建
設
さ
れ

た
施
設
は
老
朽
化
が
著
し
く
、
協
議

を
重
ね
る
中
で
「
新
岡
本
分
館
」
の

建
設
が
決
定
。
設
計
に
地
域
住
民
の

声
を
取
り
入
れ
て
き
ま
し
た
。

　
関
係
者
約
40
人
が
出
席
し
た
神

事
で
は
、
氏
田
隆
憲
・
岡
本
地
区
自

治
会
長
会
会
長
ら
が
玉
串
を
さ
さ

げ
、
工
事
の
安
全
と
無
事
完
成
を
祈

願
し
ま
し
た
。

　
首
藤
市
長
は
「
少
子
・
高
齢
化
が

進
む
中
で
は
あ
る
が
、
新
し
い
岡
本

分
館
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
と

な
り
、
未
来
に
夢
と
希
望
を
授
け
る

施
設
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
集
会
室
や
調
理
室
、
図
書
室
な
ど

を
備
え
た
新
岡
本
分
館
は
木
造
平

屋
建
て
で
延
床
面
積
は
約
２
３
７
平

方
メ
ー
ト
ル
。
総
事
業
費
は
約
６
４

０
０
万
円
。
来
年
１
月
末
の
完
成
を

目
指
し
ま
す
。

きく   ち   こう めい

あ　べ　り　く

広報たけた  令和元年８月号 10



８月の休日及び夜間の在宅当番医院

休日・夜間の在宅当番医院 ほか

　
い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
そ
う
と
「
新
し
い
地
域
さ
さ
え

愛
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
竹
田
」
が
７

月
13
日
、
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
５
回
目
と
な
る
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ

ム
で
は
「
こ
ん
な
地
域
に
な
っ
た
ら

い
い
な
！
〜
た
す
け
愛
・
さ
さ
え
愛

の
カ
タ
チ
」
を
テ
ー
マ
に
、
市
内
17

の
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
や
暮
ら
し

の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
会
員
な
ど

約
２
０
０
人
が
参
加
。
19
の
班
に
分

か
れ
て
行
わ
れ
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

で
は
、
高
齢
者
世
帯
の
２
つ
の
事
例

に
つ
い
て
「
こ
ん
な
と
き
、
地
域
で

ど
ん
な
支
え
あ
い
が
で
き
る
？
」
を

テ
ー
マ
に
、
参
加
者
が
そ
れ
ぞ
れ
意

見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

↑地域で支えあおうと意見を出し合う参加者ら

↑シカ肉のキーマカレーや夏野菜を使った
ピクルスを作った子どもたち

※診療時間　9：00～12:00（受付11:30まで）

※診療時間を確認のうえ、受診してください。

※当番医の情報については、大分県歯科医師会のホームページでも確認すること

ができます。 

歯科休日当番医院

当番日 医　療　機　関 電話番号

８／４㈰

８／11㈰

８／12㈪

８／18㈰

８／25㈰

９／１㈰

９／８㈰

久住加藤医院　歯科診療部

竹田市荻歯科診療所

竹田市荻歯科診療所

ふじさわ歯科医院

竹下歯科医院

歯科筑紫医院

長湯ごとう歯科 

☎76-0008

☎68-3263

☎68-3263

☎64-1118

☎62-2662

☎76-0024

☎75-3001

“ささえ愛”の地域に

親
子
で
楽
し
く
ク
ッ
キ
ン
グ

小児科外来休日当番医院

当番日 医　療　機　関

当番日 医療機関 電話番号 当番日 医療機関 電話番号

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

㈭

㈮

㈯

㈰

㈪

㈫

㈬

㈭

㈮

㈯

㈰

㈪

㈫

㈬

㈭

㈮

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

㈯

㈰

㈪

㈫

㈬

㈭

㈮

㈯

㈰

㈪

㈫

㈬

㈭

㈮

㈯

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

63-2304

75-2222

64-7777

63-3241

63-2270

63-2083

76-0008

63-3387

63-2016

63-3241

64-7777

63-3241

64-7777

63-3241

64-7777

64-9000

大久保病院

竹田医師会病院

道全内科

加藤内科医院

志賀内科

竹田診療所

柚須医院

竹田医師会病院

大久保病院

道全内科

志賀内科

佐藤医院

秦医院

古島眼科

大久保病院

受付時間　平日夜間　18：00～21：00　土曜日　13：00～21：00

　　　　　日曜、祝日　9：00～21：00

注意事項

・かかりつけの病院がある場合は、できるだけそこで診てもらう

ようお願いします。

・当番医は、やむを得ず変更される場合があります。必ず事前に

症状などを電話で連絡したうえで受診してください。

・症状が重い場合は救急車を呼んでください。

・原則として小学生以下の小児救急に関しては、小児科外来休日

当番病院を受診してください。

※当番医の情報については、変更になる場合があります。最新の

情報は、ケーブルテレビのデータ放送「休日当番医」をご覧い

ただくか、竹田市消防署（☎ 63-0119）でも確認できます。

くどう循環器科・内科

伊藤医院

大久保病院

竹田医師会病院

道全内科

志賀内科

久住加藤医院

須小耳鼻咽喉科

柚須医院

竹田医師会病院

大久保病院

竹田医師会病院

大久保病院

竹田医師会病院

大久保病院

竹田クリニック

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

64-7777

63-3241

63-2270

63-2006

63-2083

62-4014

63-2016

63-3241

64-7777

63-2270

63-2083

68-2005

63-2246

63-2407

64-7777

問豊後大野市民病院（☎0974-42-3121）／みやわき小児科（☎0974-24-0230） 

　三重東クリニック（☎0974-22-6333）／竹田市立こども診療所（☎63-3838）

受付時間　8:30～11:30（こども診療所は9:00～12:00）

診療時間　9:00～12:00（三重東クリニックは8:30～12:00）

受診時の注意 当番医療機関についてはやむを得ず変更になる場合がありま

す。あらかじめ当番医療機関または竹田市消防署(☎63-0119)に電話でご確

認ください。また、院外薬局が休みの場合には、あらかじめ用意された約束

処方となることがあります。なお、毎月の当番表については、「おおいた医

療情報ほっとネット」で公開しています。

みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所

豊後大野市民病院

みやわき小児科・竹田市立こども診療所

みやわき小児科

豊後大野市民病院

豊後大野市民病院・三重東クリニック

豊後大野市民病院・三重東クリニック

豊後大野市民病院・三重東クリニック

みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所

みやわき小児科

みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所

豊後大野市民病院

みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所

豊後大野市民病院

みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所

豊後大野市民病院

８／３㈯

８／４㈰

８／10㈯

８／11㈰

８／12㈪

８／13㈫

８／14㈬

８／15㈭

８／17㈯

８／18㈰

８／24㈯

８／25㈰

８／31㈯

９／１㈰

９／７㈯

９／８㈰

　
料
理
を
通
じ
て
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る
と
と
も
に
、

地
場
産
物
を
使
っ
た
献
立
を
家
庭
で

も
取
り
入
れ
て
も
ら
お
う
と
、
親
子

料
理
教
室
「
親
子
で
か
ん
た
ん
ク
ッ

キ
ン
グ
！
」
が
７
月
21
日
、
市
総
合

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は
市
内
で
捕

獲
さ
れ
た
シ
カ
の
肉
を
使
っ
た
キ
ー

マ
カ
レ
ー
や
、
竹
田
産
サ
フ
ラ
ン
を

使
用
し
た
サ
フ
ラ
ン
ラ
イ
ス
、
夏
野

菜
の
ピ
ク
ル
ス
な
ど
４
種
類
。
参
加

者
23
人
は
親
子
で
一
緒
に
調
理
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。
後
藤
み
か
子
さ

ん
（
南
部
小
学
校
２
年
）
は
「
１
つ

の
料
理
を
最
初
か
ら
作
る
の
は
初
め

て
。
シ
カ
肉
は
や
わ
ら
か
く
て
食
べ

や
す
か
っ
た
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。
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2019年（令和元年）

　 こ よ み

木 THU 金 FRI 土 SAT

地域で咲かせよう笑顔の花
よりそいカフェへようこそ

2

9

16

23

30

3

10

17

24

31

1

8

15

22

29

・竹田温泉「花水月」休館日

・TAOの夏フェス（～25日㈰まで） 

TAOの里（くじゅう花公園近く）

・もぐもぐ教室 （５～６か月児） 9:30

～受付（竹田市総合社会福祉セ

ンター）

・久住夏越祭り （前夜祭） 15:00～子

ども山車（久住町商店街） 20:00～

夜渡太鼓（久住神社境内）

・健幸運動教室 13:30-15:00（竹

田市総合社会福祉センター）

☎75-3688（温泉利用相談室）

・久住夏越祭り （御日） 19:45～

本山車（久住町商店街）

・たけのこ文庫のおはなし会 

15:00-15:30（竹田市立図書

館）

・竹田温泉「花水月」休館日

・第４回「くじゅうの山」絵画コン

クール作品展示－くじゅう連山が

見える風景－（～９/27㈮まで） 

10:00-15:00（久住高原美術館）

・台湾と大分 うたの架け橋 ジョイ

ントコンサート 17:30開場 18:00

開演（グランツたけた）

・健幸運動教室 13:30-15:00

（竹田市総合社会福祉セン

ター）☎75-3688（温泉利用

相談室）

・第27回ナイター陸上「2019ドリー

ムゲームスinおぎ」16:30～開会

式（荻小学校グラウンド）

・グランツ由学館vol.3「暗室で現像

体験！ピンホールカメラで遊ぼ

う！」 10:00～（グランツたけた）

☎63-4837（グランツたけた）

・精霊流し 19:00-20:00（JR豊

後竹田駅前稲葉川河川敷）

☎63-3161（竹田市まちづく

り実行委員会〈竹田商工会議

所内〉）

・豊肥家畜市場〔子牛〕9:30～せり開始（豊後
豊肥家畜市場）

・里山保全親子森林教室 10:00-15:00（九重野
緩木神社こしきの杜）※参加費500円 ☎63-
2638（NPO法人里山保全竹活用百人会）

・第31回さとうよしみ竹田童謡祭 12:30～（グ
ランツたけた）

・親子で一緒に学ぼう！～ジュニア期のスポー
ツ傷害とその予防 13:30-15:00（竹田市直入
B&G海洋センター体育館）

・グランツ由学館vol.4「グランツ探検隊！バック
ステージツアー」15:00-16:00（グランツたけ
た）☎63-4837（グランツたけた）

・夏休み工作づくり教室 13:00-15:00

（竹田分館）※参加費300円 ☎62-

4100（竹田創生館）

・瀧廉太郎生誕140年記念事業 13:00

～（グランツたけた）

・第12回奥豊後の踊りを楽しむ夕べ

16:30～（竹田市総合運動公園陸上

競技場、雨天時は竹田中学校体育

館）

・市内の彫刻めぐり 8:00までに

市役所駐車場集合 ※参加費

1000円 ☎62-4100（竹田創

生館）

・健幸運動教室 13:30-15:00（竹

田市総合社会福祉センター）

☎75-3688（温泉利用相談

室）

・竹田温泉「花水月」休館日

・第37回久住山岳滑翔大会 （～27日）（久住町

白丹中部牧野 久住滑空場）

・大分県交通事故巡回相談 10:00-15:00（大分

県豊肥振興局）※要予約 ☎63-1171（豊肥

振興局）

・こころの健康相談 13:30-15:30（荻支所）※要

予約（前日午前中まで）☎63-3346（竹田市

心の相談支援事業所）

・精神保健相談 14:00-16:00（大分県豊肥保健

所）※要予約 ☎0974-22-0162（豊肥保健所）

・健幸運動教室 13:30-15:00（竹

田市総合社会福祉センター）

☎75-3688（温泉利用相談

室）

・第43回大分合同新聞社旗争

奪早朝・夕暮れナイターソフ

トボール中央大会 8:30～開

会式（竹田市民球場ほか）

・竹田温泉「花水月」休館日

・第13回竹田市畜産共進会 8:30～

開会式（久住家畜総合センター）

・５歳児健診 13:00～受付（竹田市

総合社会福祉センター）

・こころの健康相談 13:30-15:30（久

住保健センター）※要予約（前日

午前中まで）☎63-3346（竹田市

心の相談支援事業所）

　 こ よ み ８月

地区巡回健診を
　　　　受けましょう

月　日 場　　所

※受付時間は午前８時～10時

問保険健康課　☎63-4810

８月の行政なんでも相談所

※行政なんでも相談に関するお問い合わせは、行政相談委員まで

　「困ったら一人で悩まず行政相談！」

〔竹田〕阿南　茂　☎67-2608　〔　荻　〕佐藤孝幸　☎68-3510

〔久住〕本郷俊一　☎76-1304　〔直入〕兒玉龍明　☎75-2426

地域 相談日 時　間 開　催　場　所

竹田

荻

久住

直入

８月21日㈬
10:00～

　12:00

竹田市総合社会福祉センター　相談室

荻公民館　幼児室

久住公民館　健康相談室

直入支所　小会議室

よりそいカフェは認知症の

人やその家族、地域の住民

らが気軽に交流できる場所

です。

【竹田】

・２日・16日㈮ 13:00-15:00

　みんなのいえカラフル

【荻】

・６日・20日㈫ 13:00-15:00

　荻「しらみず」

【久住】

・６日㈫・22日㈭ 13:00-15:00

　久住「りんどう」

【直入】

・16日・30日㈮ 13:00-15:00

　直入「ゆのはな」

【竹田北部「双城」】

・22日・★29日㈭ 13:00-15:00 

　出会いの湯

【竹田南部「あけぼの」】

・７日㈬ 13:00-15:00

　入田分館

・21日㈬ 13:00-15:00

　宮砥分館

・27日㈫ 13:00-15:00

　あ祖母学舎

【都野】

・８日・22日㈭ 13:30-15:30

　グループホームくたみのもり

★は大分県認知症疾患医療

センターによる認知症予防

講座、もの忘れ相談会を開

催します。

８月１日

８月４日

８月５日

８月６日

８月７日

８月25日

地区

岡本

久住

豊岡

竹田

明治

竹田

㈭

㈰

㈪

㈫

㈬

㈰

総合社会福祉センター

久住公民館

総合社会福祉センター

　障がい者の就職の促進を図るため、障がい者と事業主を対象とした

面接会を開催します。

　日時　９月25日㈬　午前10時～12時、午後１時30分～３時30分

　会場　レンブラントホテル大分２階「二豊の間」

※参加企業は午前と午後で入れ替わります。参加を希望される障がい

者の方や事業主の方は、ハローワークまでお問い合わせください。

問 ハローワーク豊後大野　☎0974-22-8609

障がい者就職面接会

広報たけた  令和元年８月号 12



竹 田 市 の　 こ よ

日 SUN 月 MON 火 TUE 水 WED

4

11

18

25

5

12

19

26

6

13

20

27

7

14

21

28

・グランツたけた休館日

・荻の里温泉休館日

・第15回市民球技大会 8:15～（竹田

市総合運動公園ほか）

・おはなしひろば10:30-11:00（竹田市立図

書館）

・第８回竹田市農業委員会総会

13:30～（市役所本庁３階第５会議室）

・こころの健康相談 13:30-15:30（直入支所）

※要予約（前日午前中まで）☎63-3346（竹

田市心の相談支援事業所）

・健幸運動教室 13:30-15:00（竹田市直入

B&G海洋センター体育館）☎75-3688

（温泉利用相談室）

昨年の小松明祭り。今年も宮城地区

一帯に幻想的な光景が広がります

・第36回子ども祭りinなおいり

10:00～開会（直入公民館）

・第16回小松明祭り 19:00 一

斉点火（宮城地区古園・上坂

田・刈小野・阿鹿野大橋一帯）

☎66-2014（宮城地区観光振

興計画推進委員会〈宮城分

館〉）

・第16回由学館セミナー「入山公と大船

山」 13:30-15:30（久住公民館）
・グランツたけた休館日

・おはなしひろば 10:30-11:00

（竹田市立図書館）

・長湯温泉療養文化館「御前湯」休館日
・長湯おんせん市場休業日
・荻の里温泉休館日
・年金相談［完全予約制］10:00-15:00（竹田市

高齢者いきいき交流センター）☎097-552-
1211（日本年金機構大分年金事務所）

・１歳６か月児健診  13:00～受付（竹田市総合
社会福祉センター）

・大分県行政書士会無料相談会 13:00-16:00
（大分県行政書士会〔大分市〕）☎097-537-

7089（大分県行政書士会事務局）
・第15回人権を守る市民の集い 13:30-15:30
（グランツたけた）

・おはなしひろば 10:30-11:00（竹田

市立図書館）

・健幸運動教室 13:30-15:00（竹田

市直入B&G海洋センター体育館）

☎75-3688（温泉利用相談室）

・こころの健康相談 13:30-15:30（竹田

市総合社会福祉センター）※要予

約（前日午前中まで）☎63-3346（竹

田市心の相談支援事業所）

・グランツたけた休館日

・豊肥家畜市場〔成牛〕 9:30～

せり開始（豊後豊肥家畜市

場）

・第13回なおいりスポーツ祭  

9:00～開会式（直入総合運動

公園、竹田市直入B&G海洋セ

ンター体育館）

・グランツたけた休館日

・荻の里温泉休館日

・第40回トマト愛の定期便 9:00

～出発式（荻町野菜集出荷

場）

・郷土の自然に親しみ植物を観察す

る会「赤川登山口から扇ヶ鼻」 8:00

までに市役所駐車場集合※参加

費1000円 ☎62-4100（竹田創生館）

・映画「ずっと、いっしょ。」上映会in

竹田 13:30開場 14:00開演（グラ

ンツたけた）※大人1000円、４歳

～高校生500円、３歳以下無料

☎ 0 9 0 - 2 9 6 9 - 2 2 4 7（竹田カタリ

ア・中島）

・荻の里温泉休館日

・おはなしひろば 10:30-11:00

（竹田市立図書館）

・健幸運動教室 13:30-15:00

（竹田市直入B&G海洋セン

ター体育館）☎75-3688（温

泉利用相談室）

竹 田 市 の　 こ よたけたんカレンダー

 ９月上旬の主な予定　　　　　　　　　       ※７月25日現在

１日㈰ ・竹田混声合唱団「第40回記念演奏会」13:30開場  

14:00開演（グランツたけた）※一般1000円、高

校生以下は無料 ☎090-1194-9592（竹田混声合唱

団・大塚）

２日㈪ ・【納期限】市県民税（２期）、国民健康保険税（５

期）、介護保険料・後期高齢者医療保険料（２期）

月
間
・
そ
の
他

○北方領土返還運動全国強調月間

○食品衛生月間　　

○電気使用安全月間

○道路ふれあい月間　

○水の週間（８/1～7）

○道路防災週間（８/25～31）

○夏の省エネキャンペーン

　（～９/30）

○自然に親しむ運動（～８/20）

　８月４日㈰、各地域・地区対抗

の球技大会が開催されます。

○軟式野球 8:15～（竹田市民球

場・飛田川野球場）

○ソフトボール 8:30～（竹田市総

合運動公園多目的広場）

○混合ミニバレーボール 8:30～

（竹田中学校体育館）

○卓球 8:30～（豊岡小学校体育

館）

○ソフトテニス 8:30～（竹田市総

合運動公園テニスコート）

○バドミントン 8:30～（竹田市体

育センター）

○ゲートボール 8:30～（久住総

合運動公園スパーク久住）

○グラウンドゴルフ 8:30～（荻福

祉健康エリア）

第15回市民球技大会が開催されます

屋外で遊ぶ時のチェックポイント！
屋外で遊ぶ時はこんなことに気を付けましょう。

九州電力から感電事故防止のお願い

農業委員会事務局農地係からのお知らせ　農地に係る各種申請受付の締め切りは、毎月20日です。

（20日が土日の場合は金曜日が締切日となります）　問農業委員会事務局　☎63-4815

振替休日山の日

問 九州電力株式会社三重営業所・配電事業所　☎0120-986-505 

電線近くでの釣りやセミ取りなどは、やめましょう。

こいのぼりやアンテナは電線に触れないところに立てましょう。

発電所や変電所の構内には、絶対に入らないようにしましょう。

たこや模型飛行機は電線のない広いところであげましょう。

電柱や鉄塔には絶対にのぼらないようにしましょう。

　高原の爽やかな風、夏の元気な花々、とっておきの

おもてなしで市民の皆さまをお迎えします。

〈同日開催イベント〉L-Duo Live 、佐藤春三コレクション「世界の蝶展」

※入園の際には、竹田市民と分かる免許証などを提示ください。

問 くじゅう花公園　☎76-1422

くじゅう花公園誕生27周年祭イベント

   竹田市民入園無料DAY
８

日４

コース　①初級コース（５合目まで）②上級コース（神掛岩まで）

参加費　2000円（保険料、弁当代、記念品代込み）

申込方法　住所・氏名・生年月日・連絡先・希望コースを記入してFAX

で申し込み（８月８日㈭ 15:00まで）

　・問 神の里交流センター「緒環」 ☎67-2288  FAX 67-2289

第2回「祖母トレッキング」
８

日11

申
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地
域
社
会
に
貢
献
さ
れ
て
き
た
高

齢
者
の
長
寿
を
祝
う
と
と
も
に
、
地

域
住
民
と
の
交
流
に
よ
り
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、
敬
老
会
補
助
金
を
交
付
し

ま
す
。

　

敬
老
行
事
を
行
う
自
治
会
や
地
区

社
協
等
の
団
体
は
、
次
に
よ
り
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間　

10
月
31
日
㈭
ま
で

申
請
書
類　

竹
田
地
域
は
各
地
区
分

館
に
、
荻
・
久
住
・
直
入
地
域
は
各

支
所
地
域
振
興
課
に
用
意
し
て
い
ま

す
。

補
助
金
額　

70
歳
以
上
の
方
一
人
に

つ
き
８
０
０
円
上
限

■提
・
問 

高
齢
者
福
祉
課　

☎
63

－

４

８
０
９
／
荻
支
所
地
域
振
興
課　

☎

68

－

２
２
１
１
／
久
住
支
所
地
域
振

興
課　

☎
76

－
１
１
１
１
／
直
入
支

所
地
域
振
興
課　

☎
75

－

２
２
１
１

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
親
と
そ
の
児
童

を
対
象
に
、
医
療
費
の
自
己
負
担
分

を
助
成
し
ま
す
。

受
給
資
格
者

　

離
婚
、
死
別
等
に
よ
り
配
偶
者
の

い
な
い
方
で
、
現
に
18
歳
に
達
す
る

日
以
後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の

間
に
あ
る
児
童
を
監
護
し
て
い
る
方

で
す
。

支
給
制
限

　

請
求
者
及
び
そ
の
扶
養
義
務
者
等

の
前
年
の
所
得
が
限
度
額
以
上
あ
る

場
合
は
、
そ
の
年
度
（
12
月
か
ら
翌

年
の
11
月
ま
で
）
は
助
成
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
所
得
限
度
額

は
児
童
扶
養
手
当
の
限
度
額
と
同
じ

で
す
。

問 
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
す
ま
い
る
（
社
会
福
祉
課
内
）

☎
63

－

４
８
２
３
（
内
線
１
６
２
）

　

８
月
は
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児

童
扶
養
手
当
の
現
況
届
並
び
に
所
得

状
況
届
出
の
月
で
す
。
８
月
分
以
降

の
手
当
の
受
給
要
件
を
確
認
す
る
た

め
、
通
知
が
お
手
元
に
届
き
ま
し
た

ら
、
必
ず
期
限
内
に
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

児
童
を
監
護
し
て
い
る
ひ
と
り
親

家
庭
の
父
ま
た
は
母
、
も
し
く
は
父

母
に
代
わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
て
い

る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
支
給
開
始

月
か
ら
５
年
ま
た
は
支
給
要
件
に
該

当
し
た
月
か
ら
７
年
を
経
過
す
る
ま

で
の
間
の
手
当
の
額
は
下
記
の
と
お

り
で
す
。

　

日
本
国
内
に
住
所
を
有
す
る
20
歳

未
満
の
精
神
ま
た
は
身
体
に
中
程
度

以
上
の
障
が
い
を
有
す
る
児
童
を
監

護
す
る
父
ま
た
は
母
、
も
し
く
は
父

母
に
代
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し

補
助
金

敬
老
会
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

子
育
て
支
援

ひ
と
り
親
家
庭
の
医
療
費
を
助

成
し
ま
す

現
況
届
・
所
得
状
況
届
出
の
提

出
を
忘
れ
ず
に

児
童
扶
養
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当

8 月の

竹田市役所　☎0974-63-1111（代表）
　　荻支所　☎0974-68-2211（代表）
　久住支所　☎0974-76-1111（代表）
　直入支所　☎0974-75-2211（代表）
◎竹田市公式ホームページ
　http://www.city.taketa.oita.jp/

第31回さとうよしみ竹田童謡祭

第12回奥豊後の踊りを楽しむ夕べ

　「いぬのおまわりさん」「アイスクリームの
うた」など、誰もが耳にしたことのある童謡
を作詩した「佐藤義美」先生の童謡祭を開
催します。
　当日はオペラ「椿姫」「蝶々夫人」「道化師」
などで主役を務めた歌手の青柳美穂さんを
お迎えし、義美先生ゆかりの曲を中心とした
童謡コンサートを開催するほか、よしみ合唱
団や荻放課後児童クラブ、南部こじかクラブ
による合唱、読み聞かせやマジックショー、
ゲームコーナーなど、ご家族皆さんで楽しむ
ことができる内容をご用意しています。
　多くの皆さまのお越しをお待ちしています。
日時　８月17日㈯　12時30分～
会場　グランツたけた 

問 生涯学習課　☎63-4817
　 佐藤義美記念館　☎63-2650

　地域伝承の踊りを次世代に伝えようと行わ
れている「奥豊後の踊りを楽しむ夕べ」。今
年は竹田市総合運動公園陸上競技場（雨天
時は竹田中学校体育館）で開催します。皆さ
まのご来場、ご参加をお待ちしています。
日時　８月24日㈯　午後４時30分～
※ 今回は特別ゲストとして、関の鯛つり唄・

踊り保存会が踊りを披露します。
問 奥豊後の踊りを楽しむ夕べ実行委員会　
　 ☎090-8664-5861（佐藤）

児童扶養手当の2019年４月分以降の手当額

区　分 全額支給される方 一部支給される方

児童１人のとき 月　額　42,910円 月　額　42,900円～10,120円

児童２人のとき 加算額　10,140円 加算額　10,130円～  5,070円

児童３人以上のとき 加算額　  6,080円 加算額　 6,070円～  3,040円

※一部支給は受給者の所得額に応じて、10円きざみ

広報たけた  令和元年８月号 14



たけたんインフォ

て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

手
当
の
額
は
、
重
度
障
が
い
児

（
１
級
）
の
場
合
、
児
童
一
人
に
つ

き
月
額
５
２
２
０
０
円
、
中
度
障
が

い
児
（
２
級
）
の
場
合
、
児
童
一
人

に
つ
き
月
額
３
４
７
７
０
円
で
す
。

受
給
要
件
、
手
当
等
の
詳
細
は
子
育

て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
す
ま
い
る
（
社
会
福
祉
課
内
） 

☎
63

－

４
８
２
３
（
内
線
１
６
２
）

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
後
大
野
で
は
、

竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

臨
時
相
談
窓
口
を
設
置
し
、
ひ
と
り

親
の
就
労
支
援
を
行
う
「
出
張
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
！ 

ひ
と
り
親
全
力
サ
ポ
ー
ト

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
行
い
ま
す
。

日
時　

８
月
９
日
㈮
・
23
日
㈮　

午

前
10
時
30
分
～
午
後
３
時

場
所　

竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー　

障
が
い
者
室

内
容　

履
歴
書
や
職
務
経
歴
書
の
作

成
、
面
接
の
受
け
方
等
ア
ド
バ
イ

ス
、
求
人
情
報
の
提
供
、
個
別
担
当

制
に
よ
る
職
業
相
談
・
職
業
紹
介
等

問 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
後
大
野　

☎
０

９
７
４

－

22

－

８
６
０
９

　

や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
国
民

年
金
保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
か
っ
た

期
間
や
、
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い

な
か
っ
た
期
間
が
あ
る
と
、
そ
の
期

間
に
応
じ
て
年
金
額
が
少
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　

国
民
年
金
に
は
本
人
の
申
出
に
よ

り
、
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
５
年
間

（
納
付
月
数
４
８
０
月
ま
で
）、
国

民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
で
、

65
歳
か
ら
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金

を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
「
任
意
加

入
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

ご
利
用
い
た
だ
け
る
方
は
次
の

①
～
④
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
で

す
。

①
日
本
国
内
に
住
所
を
有
す
る
60
歳

以
上
65
歳
未
満
の
方
（
年
金
の
受
給

資
格
期
間
10
年
を
満
た
し
て
い
な
い

場
合
は
70
歳
未
満
の
方
ま
で
）

②
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ
支
給
を

受
け
て
い
な
い
方

③
20
歳
以
上
60
歳
未
満
ま
で
の
保
険

料
の
納
付
月
数
が
４
８
０
月
（
40
年
）

未
満
の
方

④
現
在
、
厚
生
年
金
保
険
に
加
入
し

て
い
な
い
方

問 

日
本
年
金
機
構
大
分
年
金
事
務

所　

☎
０
９
７

－

５
５
２

－

１
２
１
１

　

公
式
チ
ケ
ッ
ト
販
売
サ
イ
ト
と
間

違
え
て
、
海
外
の
チ
ケ
ッ
ト
転
売
仲

介
サ
イ
ト
か
ら
購
入
し
て
し
ま
う

ケ
ー
ス
が
非
常
に
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　

チ
ケ
ッ
ト
を
購
入
す
る
際
に
は
、

公
式
チ
ケ
ッ
ト
販
売
サ
イ
ト
か
、
ま

た
チ
ケ
ッ
ト
の
価
格
や
手
数
料
が
高

額
で
な
い
か
、
キ
ャ
ン
セ
ル
に
関
す

る
ル
ー
ル
な
ど
を
十
分
に
確
認
し
て

か
ら
購
入
し
ま
し
ょ
う
。
チ
ケ
ッ
ト

の
中
に
は
、
規
約
で
第
三
者
へ
の
譲

渡
・
転
売
な
ど
を
禁
止
し
て
い
る
場

合
や
、
入
場
時
に
公
式
チ
ケ
ッ
ト
販

売
サ
イ
ト
か
ら
の
購
入
者
で
あ
る
こ

と
の
本
人
確
認
が
必
要
な
場
合
も
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、「
特
定
興
行
入
場
券
の
不

正
転
売
の
禁
止
等
に
よ
る
興
行
入
場

券
の
適
正
な
流
通
の
確
保
に
関
す
る

法
律
（
通
称
「
チ
ケ
ッ
ト
不
正
転
売

禁
止
法
」）」
が
、
本
年
６
月
14
日
に

施
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
特
定
興

行
入
場
券
に
該
当
す
る
と
、
興
行
主

の
同
意
を
得
た
正
規
の
リ
セ
ー
ル
サ

イ
ト
以
外
で
の
チ
ケ
ッ
ト
の
売
買
は

罰
則
の
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
転
売
チ
ケ
ッ
ト
を
購
入
す
る

際
は
、
事
前
に
興
行
主
や
主
催
者
等

の
チ
ケ
ッ
ト
の
規
約
を
よ
く
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

問 

市
民
課
窓
口
（
竹
田
市
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
）
☎
63

－

４
８
３
４

※
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

（
月
～
金
曜
の
平
日
の
み
）
／
大
分

県
消
費
生
活
・
男
女
共
同
参
画
プ
ラ

出
張
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
！ 
ひ
と
り

親
全
力
サ
ポ
ー
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

年
　
金

年
金
の
「
未
納
・
未
加
入
・
免
除
」
期

間
が
あ
る
60
歳
以
上
の
方
へ

任
意
加
入
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か
？

消
費
者
行
政

チ
ケ
ッ
ト
の
購
入
に
関
す
る
ト

ラ
ブ
ル
に
注
意

公営住宅の入居者を募集します

１．公営住宅（14戸）

地域 住　宅　名 戸数 備　　考

竹田

玉来第２団地 ３ 単身可

下矢倉団地 １ 世帯

県営玉来住宅 １ 詳しくはお問い合わせください

荻 栄住宅 ２ 世帯

久住

田向住宅 ２ 単身可

桐迫住宅 ２ 単身可

さくら住宅 １ 単身35歳以下

直入
芹川団地 １ 世帯

直入スカイビュー団地 １ 世帯

２．特定公共賃貸住宅（４戸）

地域 住　宅　名 戸数 備　　考

竹田
七里団地　Ｆ棟 １ 単身35歳以下

七里第２団地　Ｂ棟 １ 単身35歳以下

久住 白丹住宅 １ 世帯

直入 ドイツ村住宅 １ 世帯

申込方法　竹田市住宅管理センター（市役所建設課横）または各

支所地域振興課に備え付けの入居申込書に必要事項を記入のう

え、提出してください。

募集期間　８月５日㈪～ 14日㈬　※土・日・祝日を除く

抽　選　日　８月16日㈮　午前10時～ （市役所）

入居指定日　９月16日㈪または10月１日㈫　※県営は10月１日㈫

※次回の募集月は11月です。詳細は大分県住宅供給公社のホーム

ページをご覧ください。

問 竹田市住宅管理センター　☎63-4400

2019年８月発行15



ザ
（
ア
イ
ネ
ス
）
☎
０
９
７

－

５
３
４

－

０
９
９
９

　

全
国
各
地
で
還
付
金
詐
欺
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
厚
生
労
働
省
や
日
本

年
金
機
構
、
市
町
村
、
広
域
連
合
の

職
員
等
を
装
い
、「
年
金
の
払
い
戻

し
が
あ
る
」「
医
療
費
の
戻
り
が
あ

る
」
と
い
っ
た
言
葉
で
唆

そ
そ
の
かさ

れ
た
高

齢
者
が
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
等
を
だ

ま
し
取
ら
れ
た
り
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
誘
導

さ
れ
た
り
し
て
、
口
座
か
ら
現
金
を

引
き
出
さ
れ
る
な
ど
の
被
害
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

　

不
審
に
思
わ
れ
た
時
は
す
ぐ
に
お

住
ま
い
の
市
町
村
ま
た
は
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
ま
で
ご
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

先
発
医
薬
品
（
新
薬
）
は
、
開
発

に
長
い
年
月
と
莫
大
な
費
用
が
か
か

る
た
め
一
定
期
間
、
特
許
で
守
ら
れ

て
お
り
、
値
段
が
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　

一
方
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

は
、
先
発
医
薬
品
と
同
一
の
有
効
成

分
、
同
等
の
効
能
・
効
果
を
も
つ
医

薬
品
で
す
が
、
そ
の
特
許
が
切
れ
た

後
に
発
売
さ
れ
る
た
め
、
先
発
医
薬

品
に
比
べ
て
低
価
格
で
入
手
す
る
こ

と
が
で
き
、
患
者
さ
ん
の
自
己
負
担

の
軽
減
、
医
療
保
険
財
政
の
改
善
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　

国
で
は
、
後
発
医
薬
品
が
先
発
医

薬
品
と
同
レ
ベ
ル
の
品
質
・
有
効

性
・
安
全
性
を
有
す
る
か
ど
う
か
に

つ
い
て
厳
し
い
基
準
で
審
査
を
行
っ

て
お
り
、
効
果
や
安
全
性
は
先
発
医

薬
品
と
同
等
で
す
。

　

ま
ず
は
診
察
の
際
に
、
医
師
や
薬

剤
師
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
直
接

相
談
し
づ
ら
い
方
は
、
７
月
に
送
付

の
新
し
い
被
保
険
者
証
と
一
緒
に
お

送
り
し
た
「
後
期
高
齢
者
医
療
の
し

お
り
」
に
掲
載
し
て
い
る
「
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
カ
ー
ド
」
を
医

師
ま
た
は
薬
剤
師
に
提
示
し
て
く
だ

さ
い
。
市
町
村
窓
口
に
も
設
置
し
て

い
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で

は
、
後
期
高
齢
者
の
方
に
訪
問
健
康

相
談
及
び
訪
問
栄
養
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

専
門
知
識
と
経
験
を
も
っ
た
健
康

相
談
員
（
保
健
師
・
看
護
師
・
管
理

栄
養
士
の
い
ず
れ
か
）
が
ご
自
宅
を

訪
問
し
て
、
健
康
管
理
や
日
常
生
活

な
ど
に
つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
相

談
を
行
う
も
の
で
す
。

　

対
象
者
に
は
通
知
を
し
た
う
え

で
、
訪
問
日
時
を
調
整
す
る
た
め
連

絡
を
し
ま
す
。

対
象
者　

訪
問
健
康
相
談
は
県
内
５

０
０
人
程
度
、
訪
問
栄
養
相
談
は
県

内
３
０
０
人
程
度

実
施
時
期　

来
年
２
月
ま
で
（
予
定
）

問 

大
分
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合　

☎
０
９
７

－

５
３
４

－

１
７
７

１
（
代
表
）
／
竹
田
市
保
険
健
康
課

国
保
・
高
齢
者
医
療
係　

☎
63

－

１

１
１
１
（
内
線
１
７
８
・
１
７
９
）

　

昭
和
23
年
９
月
11
日
か
ら
平
成
８

年
９
月
25
日
ま
で
の
間
に
優
生
手
術

な
ど
を
受
け
た
方
で
、
該
当
さ
れ
る

方
に
は
「
旧
優
生
保
護
法
一
時
金
支

給
法
」
に
基
づ
き
、
国
か
ら
一
時
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。
県
で
は
、
不
妊

手
術
を
受
け
た
方
や
ご
家
族
の
方
か

ら
の
お
問
い
合
わ
せ
に
対
応
す
る
た

め
、
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

受
付
時
間　

月
曜
～
金
曜
の
午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
（
年
末
年

始
、
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

相
談
内
容　

旧
優
生
保
護
法
の
不
妊

手
術
に
係
る
ご
本
人
や
ご
家
族
か
ら

の
相
談
、
手
術
を
受
け
た
方
に
対
す

る
一
時
金
の
支
給
な
ど
の
相
談
と
情

報
提
供
ほ
か

相
談
窓
口
（
大
分
県
健
康
づ
く
り
支

援
課
）　

☎
０
９
７

－

５
０
６

－

２
７

６
０
／
FAX
０
９
７

－

５
０
６

－

１
７
３

５
／
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
専
用
）

so
d

an
12210@

p
ref.o

ita.jp

※
来
所
に
よ
る
相
談
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、
事
前
に
相
談
電
話
で
の
ご

予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

10
月
１
日
か
ら
消
費
税
及
び
地
方

消
費
税
の
税
率
が
８
％
か
ら
10
％
に

引
き
上
げ
ら
れ
、
同
時
に
消
費
税
の

軽
減
税
率
制
度
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
多
く
の
事
業
者
の
方

に
関
係
し
、
消
費
税
の
申
告
が
必
要

な
事
業
者
の
う
ち
、
法
人
は
本
年
10

月
を
含
む
事
業
年
度
分
か
ら
、
個
人

事
業
者
は
令
和
元
年
分
か
ら
、
こ
の

制
度
に
基
づ
い
た
申
告
を
行
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

税
務
署
で
は
、
そ
の
た
め
に
必
要

な
区
分
経
理
・
記
帳
、
決
算
処
理
、

申
告
書
の
作
成
方
法
等
に
関
す
る
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

開
催
日　

８
月
26
日
㈪
、
９
月
９
日

㈪
、
９
月
17
日
㈫

時
間　

午
前
10
時
～
11
時
30
分
、
午

後
２
時
～
３
時
30
分

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

還
付
金
詐
欺
に
ご
注
意
！

後
発
医
薬
品
（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
）
を
ご
存
じ
で
す
か
？

訪
問
健
康
相
談
・
訪
問
栄
養
相

談
を
行
い
ま
す

相
談
窓
口

「
旧
優
生
保
護
法
相
談
窓
口
」

を
設
置
し
て
い
ま
す

説
明
会

消
費
税
軽
減
税
率
制
度
説
明
会

※問い合わせ先で、市外局番が掲載されていない電話番号はすべて（0974）が市外局番となります。
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たけたんインフォ

会
場　

竹
田
税
務
署
１
階
会
議
室

※
事
前
申
込
不
要

問 
竹
田
税
務
署
調
査
部
門　

☎
63

－

３
１
４
１

※
自
動
音
声
案
内
に
従
っ
て
「
２
」

を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

　

安
定
し
た
経
営
が
行
え
る
経
営
体

の
育
成
を
目
的
に
農
業
簿
記
研
修
会

を
竹
田
市
と
豊
後
大
野
市
の
共
催
で

開
催
し
ま
す
。

期
日　

10
月
２
日
～
12
月
18
日
の
毎

週
水
曜
日
（
計
12
回
）

時
間　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

会
場　

豊
後
大
野
市
緒
方
支
所
３
階

会
議
室

対
象　

地
域
農
業
の
担
い
手
（
認
定

農
業
者
、
集
落
営
農
組
織
の
リ
ー

ダ
ー
、
女
性
農
業
経
営
士
、
農
業
青

年
、
新
規
就
農
者
）
及
び
農
業
委
員

内
容　

複
式
簿
記
の
基
礎
講
習

講
師　

株
式
会
社
ド
リ
サ
ポ　

代
表

取
締
役　

原
田
孝
雄
さ
ん

受
講
料　

テ
キ
ス
ト
代
１
０
８
０
円

（
予
定
）

募
集
定
員　

10
人
（
先
着
順
）

募
集
締
切　

９
月
４
日
㈬

■申
・
問 

農
政
課　

☎
63

－

４
８
０
５

　

こ
の
講
習
会
は
家
畜
商
を
志
す
方

を
対
象
と
し
た
、
家
畜
取
引
の
業
務

に
必
要
な
知
識
を
習
得
で
き
る
講
習

会
で
す
。

期
日　

９
月
17
日
㈫
・
18
日
㈬

会
場　

大
分
県
庁
舎
本
館
８
階
81

会
議
室

申
込
方
法　

家
畜
商
講
習
会
受
講

申
込
書
及
び
誓
約
書
に
受
講
手
数
料

（
大
分
県
収
入
証
紙
３
３
０
０
円
）

を
添
え
て
、
大
分
県
豊
肥
振
興
局
農

山
村
振
興
部
に
申
し
込
み

申
込
締
切　

８
月
23
日
㈮

※
申
込
用
紙
は
大
分
県
畜
産
振
興
課

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。
ま
た
、
大
分
県
豊
肥

振
興
局
農
山
村
振
興
部
で
受
け
取
れ

ま
す
。

■申
・
問 

大
分
県
豊
肥
振
興
局
農
山

村
振
興
部　

☎
63

－

１
１
７
２

対
象
者

①
平
成
29
年
度
に
免
状
交
付
を
受
け

た
消
防
設
備
士
（
２
年
目
講
習
）

②
平
成
26
年
度
に
法
定
講
習
を
受
け

た
消
防
設
備
士
（
５
年
目
講
習
）

③
法
定
期
限
内
に
法
定
講
習
を
受
け

て
い
な
い
消
防
設
備
士

申
込
方
法　

受
講
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
講
習
手
数
料
と

し
て
受
講
す
る
区
分
ご
と
に
大
分
県

収
入
証
紙
７
千
円
を
貼
付
し
、
持
参

ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
受
講
対
象
者
に
は
申
請
書
用
紙
を

郵
送
し
ま
す
。
転
居
等
で
届
い
て
い

な
い
方
は
、
消
防
本
部
（
局
）
及
び

大
分
県
消
防
設
備
安
全
協
会
に
備
え

付
け
の
申
請
書
用
紙
を
受
領
し
て
く

だ
さ
い
。

申
込
期
間　

９
月
２
日
㈪
～
17
日
㈫

■申
・
問 

（
一
財
）
大
分
県
消
防
設
備

安
全
協
会
（
〒
８
７
０

－

０
０
２
３ 

大
分
市
長
浜
町
２

－

12

－

10 

昭
栄
ビ

ル
４
階
）　

☎
０
９
７

－

５
３
７

－

３

１
２
５

日
時　

９
月
24
日
㈫
・
25
日
㈬　

午

前
８
時
45
分
～
午
後
５
時
15
分
／
９

月
26
日
㈭　

午
前
８
時
10
分
～
午
後

５
時
35
分

会
場　

豊
後
大
野
市
中
央
公
民
館
ほ

か受
講
料　

玉
掛
資
格
有
は
４
１
０
４

０
円
、
玉
掛
資
格
無
は
４
５
３
６
０

円
に
テ
キ
ス
ト
代
１
６
７
４
円

※
８
人
以
下
は
中
止

日
時　

９
月
26
日
㈭　

午
前
８
時
50

分
～
午
後
５
時
／
９
月
27
日
㈮　

午

前
８
時
50
分
～
12
時

会
場　

豊
後
大
野
市
中
央
公
民
館

受
講
料　

１
０
８
０
０
円
と
テ
キ
ス

ト
代
１
４
０
４
円

※
10
人
以
下
は
中
止

■申
・
問 

（
一
社
）
大
分
県
労
働
基
準

協
会
豊
後
大
野
支
部　

☎
０
９
７

４

－

26

－

４
１
１
５　

FAX
０
９
７
４

－

26

－

４
１
４
６

研
修
会
・
講
習
会

令
和
元
年
度

農
業
担
い
手
簿
記
研
修
会

令
和
元
年
度

大
分
県
家
畜
商
講
習
会

令
和
元
年
度

消
防
設
備
士
法
定
講
習

小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
技

能
講
習

安
全
衛
生
推
進
者
養
成
講
習

講習日・会場・講習区分

講習日 講習会場 講習区分

10月２日㈬

J：ＣＯＭホルトホール大分

消火設備（１類・２類・３類）

10月３日㈭ 警報設備（４類・７類）

10月４日㈮ 避難設備・消火器（５類・６類）

10月18日㈮ 大分県日田総合庁舎４階会議室 警報設備（４類・７類）
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猪
、
鹿
、
狸
等
を
狩
猟
・
捕
獲
す

る
方
は
、
狩
猟
免
許
及
び
捕
獲
許
可

が
必
要
で
す
。
今
年
度
は
手
数
料
が

無
料
で
す
。

日
時　

９
月
14
日
㈯　

午
前
９
時
～

午
後
５
時

会
場　

大
分
県
竹
田
総
合
庁
舎
（
豊

肥
振
興
局
）
３
階
大
会
議
室

受
付
期
間　

８
月
19
日
㈪
～
９
月
３

日
㈫

■申
・
問 

大
分
県
豊
肥
振
興
局
森
林

管
理
班　

☎
63

－

１
１
７
４

　

申
請
書
を
提
出
す
る
日
前
１
年
以

内
の
期
間
に
、
県
内
で
有
害
鳥
獣
捕

獲
に
従
事
し
た
方
に
つ
い
て
は
、
今

年
度
の
手
数
料
が
無
料
に
な
り
ま

す
。

対
象
者　

平
成
28
年
度
に
狩
猟
免

許
を
取
得
し
た
方

更
新
検
査
日
・
会
場

①
９
月
４
日
㈬　

直
入
公
民
館

②
９
月
５
日
㈭　

豊
後
大
野
市
神
楽

会
館
（
清
川
町
）

時
間　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

30
分

受
付
期
間　

８
月
16
日
㈮
ま
で

■申
・
問 

大
分
県
豊
肥
振
興
局
森
林

管
理
班　

☎
63

－

１
１
７
４

　

狩
猟
免
許
の
取
得
を
希
望
す
る
方

は
必
ず
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

９
月
21
日
㈯　

午
前
10
時
～

午
後
４
時
30
分

会
場　

大
分
県
林
業
会
館
新
館
３
階

（
大
分
市
大
字
古
国
府
１
３
３
７

－

20
）

日
時　

９
月
22
日
㈰
・
23
日
㈪　

午

前
10
時
～
午
後
４
時
30
分

会
場　

大
分
県
猟
友
会
会
議
室
（
大

分
市
顕
徳
町
２

－

６

－

13
）

受
講
内
容　

法
令
・
鳥
獣
・
猟
具
に

関
す
る
知
識
、
実
技

受
講
料　

わ
な
猟
は
８
千
円
▽
第
一

種
銃
猟
、
第
二
種
銃
猟
、
第
一
種
銃

猟
及
び
第
二
種
銃
猟
は
各
々
１
万
２

千
円
▽
わ
な
猟
及
び
第
一
種
銃
猟
、

わ
な
猟
及
び
第
二
種
銃
猟
、
わ
な
猟

及
び
第
一
種
銃
猟
並
び
に
第
二
種
銃

猟
は
各
々
２
万
円

受
付
期
間　

９
月
２
日
㈪
～
13
日
㈮

■申
・
問 

竹
田
市
猟
友
会
（
竹
田
市
大

字
吉
田
３
３
１

－

１　

東
建
設
㈲
事

務
所
内
）
☎
62

－

３
４
３
４

　
第
１
次
選
考
日　

９
月
22
日
㈰

会
場　

大
分
県
市
町
村
会
館

受
付
期
間　

８
月
23
日
㈮
ま
で

問 

大
分
県
人
事
委
員
会
事
務
局
公

務
員
課
任
用
給
与
班　

☎
０
９
７

－

５
０
６

－

５
２
２
２

試
験
日　

第
１
次
試
験
は
10
月
20
日

㈰
、
第
２
次
試
験
は
11
月
21
日
㈭

会
場　

大
分
県
庁
ま
た
は
ソ
フ
ィ
ア

ホ
ー
ル

受
付
期
間　

９
月
６
日
㈮
ま
で

問 

大
分
県
総
務
部
人
事
課
人
事
制

度
班　

☎
０
９
７

－

５
０
６

－

２
３

１
２

※
受
験
資
格
等
の
詳
細
は
、
県
庁
受

付
等
で
配
布
の
選
考
要
領
（
大
分
県

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

職
種
・
採
用
予
定
者
数　

一
般
事
務

４
人
、
教
育
事
務
５
人
、
警
察
事
務

２
人

受
験
資
格

①
次
に
掲
げ
る
手
帳
等
の
う
ち
、
い

ず
れ
か
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

ア　

身
体
障
害
者
福
祉
法
第
15
条
に

定
め
る
身
体
障
害
者
手
帳

イ　

都
道
府
県
知
事
も
し
く
は
政
令

指
定
都
市
市
長
が
交
付
す
る
療
育
手

帳
ま
た
は
児
童
相
談
所
、
知
的
障
害

者
更
生
相
談
所
、
精
神
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
、
精
神
保
健
指
定
医
も
し
く

は
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
知

的
障
が
い
者
で
あ
る
こ
と
の
判
定
書

ウ　

精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福

祉
に
関
す
る
法
律
第
45
条
に
定
め
る

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

②
昭
和
55
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
14

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

第
１
次
試
験
日　

10
月
20
日
㈰

会
場　

大
分
県
庁
舎

申
込
方
法　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ま
た

は
郵
送
で
申
し
込
み

申
込
期
間　

８
月
19
日
㈪
～
９
月
６

日
㈮　

問 

大
分
県
人
事
委
員
会
事
務
局

（
〒
８
７
０

－

０
０
２
２　

大
分
市

大
手
町
２

－

３

－

12 

大
分
県
市
町
村

会
館
６
階
）　

☎
０
９
７

－

５
０
６

－

５
２
１
２
（
直
通
）

　

大
分
県
警
察
官
Ａ
（
大
学
卒
業
程

度
）
及
び
警
察
官
Ｂ
（
高
校
卒
業
程

度
）
を
募
集
し
ま
す
。

受
験
資
格　

警
察
官
Ａ
は
、
昭
和
61

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

狩
猟
免
許

狩
猟
免
許
試
験
（
網
猟
・
わ
な
猟
）

狩
猟
免
許
更
新

初
心
者
狩
猟
講
習
会

  

わ
な
猟

  

第
一
種
銃
猟
・
第
二
種
銃
猟

試
　
験

令
和
元
年
度

大
分
県
職
員
採
用
選
考

  

児
童
自
立
支
援
専
門
員
及
び
無
線
技
術
士

  

技
能
職
員
（
農
業
技
術
員
）

  

障
が
い
者
対
象

大
分
県
警
察
官
Ａ
及
び
Ｂ

※問い合わせ先で、市外局番が掲載されていない電話番号はすべて（0974）が市外局番となります。
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たけたんインフォ／婚活コラム ほか

で
、
４
年
制
大
学
卒
業
ま
た
は
卒
業

見
込
み
の
方
。
警
察
官
Ｂ
は
、
昭
和

63
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
14
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
大
学

卒
業
ま
た
は
卒
業
見
込
み
の
方
を
除

く申
込
書
配
布
先　

県
内
の
警
察
署
等

申
込
方
法　

８
月
22
日
㈭
ま
で
に
警

察
本
部
警
務
課
に
郵
送
ま
た
は
持
参

も
し
く
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
し

込
み

※
詳
細
は
受
験
案
内
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

第
１
次
試
験
日　

９
月
22
日
㈰

問 

大
分
県
警
察
本
部
警
務
課
採
用

係
（
〒
８
７
０

－

８
５
０
２　

大
分

市
大
手
町
３

－

１

－

１　

大
分
県
庁

舎
新
館
８
階
）　

☎
０
１
２
０

－

２
０

４

－

１
１
０

竹
田
警
察
署　

☎
63

－

２
１
３
１

　　

国
立
県
営
福
岡
障
害
者
職
業
能
力

開
発
校
（
北
九
州
市
若
松
区
）
で
は
、

令
和
２
年
度
の
訓
練
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

募
集
人
員　

１
５
０
人

訓
練
期
間　

１
年
間
。
但
し
プ
ロ
グ

ラ
ム
設
計
科
の
み
２
年
間

応
募
資
格　

身
体
障
が
い
、
精
神
障

が
い
、
知
的
障
が
い
、
発
達
障
が

い
、
高
次
脳
機
能
障
が
い
、
難
病
な

ど
の
あ
る
方
（
手
帳
の
有
無
を
問
い

ま
せ
ん
）

募
集
期
間　

９
月
27
日
㈮
ま
で

入
校
日　

令
和
２
年
４
月
10
日
㈮

※
定
員
・
応
募
方
法
な
ど
詳
し
い
こ

と
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

福
岡
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

☎
０
９
３

－

７
４
１

－

５
４
３
１

FAX
０
９
３

－

７
４
１

－

１
３
４
０

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

h
ttp

:w
w

w
.fu

ku
o

ka-ku
n

ren
.n

et/

　　

令
和
２
年
４
月
に
高
等
学
校
及
び

高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
高
等
課

程
へ
の
進
学
を
希
望
し
て
い
る
方
を

対
象
に
予
約
奨
学
生
を
募
集
し
ま

す
。

募
集
期
間　

９
月
中
旬
ま
で
（
在
学

す
る
中
学
校
を
通
じ
て
行
い
ま
す
）

貸
与
期
間　

令
和
２
年
４
月
か
ら
在

学
す
る
学
校
の
正
規
の
標
準
修
業
年

限
の
終
わ
る
月
ま
で

貸
与
額　

月
額
が
選
択
で
き
ま
す
。

（
奨
学
金
は
卒
業
後
返
還
）

　　

県
内
在
住
の
小
学
生
以
上
の
方
を

対
象
に
、
統
計
グ
ラ
フ
の
作
品
を
募

集
し
ま
す
。
課
題
や
用
紙
の
規
格
、

応
募
方
法
等
に
つ
い
て
は
、
大
分
県

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w

.

p
ref.oita.jp

/site/tou
kei/

）
に
掲

載
の
募
集
要
項
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問 

大
分
県
企
画
振
興
部
統
計
調
査

課
統
計
企
画
班　

☎
０
９
７

－

５
０

６

－

２
４
６
１

募
　
集

職
業
訓
練
生
（
障
が
い
の
あ
る
方
）

大
分
県
奨
学
会
高
等
学
校
等
予

約
奨
学
生
募
集

大
分
県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー

ル
作
品
募
集

科　　　名 定員
機械ＣＡＤ科 20人
プログラム設計科 20人
商業デザイン科 20人
ＯＡ事務科 20人
建築設計科 20人
流通ビジネス科 25人

音声パソコンコース　 
（視覚障がいのある方対象） ５人

総合実務科
（知的障がいのある方対象） 20人

高等学校等奨学金　　　　　  　     （月額：円）

国・公立 私　立

自宅通学 自宅外通学 自宅通学 自宅外通学

18,000 23,000 30,000 35,000

14,000 18,000 23,000 27,000

9,000 12,000 15,000 18,000

入学支度金　　 　（円）

貸与額

国・公立 50,000

私　立 100,000

※入学時１回のみ

■申・問 （公財）大分県奨学会　☎097-506-5620

ホームページ http://www.d-b.ne.jp/syogaku/

　
男
性
の
み
な
さ
ん
、
自
分
の
服
装

に
自
信
は
あ
り
ま
す
か
？

　
竹
田
え
ん
む
す
び
で
は
、
男
性
向

け
の
婚
活
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー

を
準
備
中
で
す
。
先
日
、
開
催
を
前

に
、
２
人
の
男
性
に
お
声
が
け
し
て

モ
ニ
タ
ー
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
す

る
と
た
っ
た
２
時
間
で
、
参
加
し
て

く
れ
た
男
性
が
大
変
身
し
た
の
で

す
。
し
か
も
、
使
っ
た
ア
イ
テ
ム
は

２
千
円
以
下
の
安
価
な
も
の
が
中

心
。
こ
ん
な
値
段
で
こ
ん
な
に
変
わ

る
の
？
と
驚
き
の
連
続
で
し
た
。

　
先
生
は
荻
町
に
住
む
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
村
中
研
志
郎
さ

ん
。「
特
別
に
高
い
服
を
買
う
必
要

は
な
い
ん
で
す
。
ベ
ー
シ
ッ
ク
で
、

使
い
や
す
い
ア
イ
テ
ム
を
、
ち
ゃ
ん

と
し
た
サ
イ
ズ
で
選
ぶ
。
出
会
い
の

場
の
主
役
は
女
性
で
す
か
ら
。
女
性

を
引
き
立
て
、
合
わ
せ
ら
れ
る
引
き

算
が
大
事
」

　
誰
に
で
も
合
わ
せ
や
す
い
お
す
す

め
ア
イ
テ
ム
を
具
体
的
に
教
え
て
く

れ
た
り
、
す
ぐ
に
使
え
る
情
報
が
満

載
。
座
学
だ
け
で
な
く
、
複
数
サ
イ

ズ
で
用
意
し
た
シ
ャ
ツ
や
パ
ン
ツ
を

試
着
し
て
、
着
こ
な
し
や
サ
イ
ジ
ン

グ
の
ポ
イ
ン
ト
も
教
え
て
く
れ
ま

す
。

　
モ
ニ
タ
ー
会
で
は
男
性
２
人
の
着

替
え
て
現
れ
る
姿
が
明
ら
か
に
か
っ

こ
よ
く
な
っ
て
い
て
、
ど
よ
め
き
の

連
続
。
２
人
も
情
報
だ
け
で
な
く
、

自
分
自
身
が
変
身
し
た
姿
が
鏡
に

映
る
の
で
、
や
っ
て
み
よ
う
か
な
と

い
う
気
に
な
っ
た
よ
う
。

　
開
催
に
向
け
て
準
備
中
で
す
の

で
、
気
に
な
る
方
は
ぜ
ひ
サ
イ
ト

（h
ttp

://ta
k
e
ta
-e
n
.in
fo
/

）
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

竹
田
の
婚
活
を〝
の
ぞ
き
見
〞コ
ラ
ム
⑨

男
性
版
シ
ン
デ
レ
ラ
、誕
生
す
る
か
も
⁉

竹
田
え
ん
む
す
び
公
式
サ
ポ
ー
タ
ー

合
同
会
社
ｆ
ｕ
ｆ
ｕ
代
表

　
　
　
　
　
　
　
市
原
　
史
帆
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学び舎／まるごと博物館

　
国
道
57

号
に
沿
っ
て
、
秋
は
彼

岸
花
祭
り
で
知
ら
れ
る
七
ツ
森
古

墳
群
の
あ
る
所
が
菅
生
の
戸
上
地

区
で
あ
る
。

　
こ
の
地
区
は
水
利
の
便
が
悪
く

飲
料
水
に
は
井
戸
水
が
あ
っ
た
も

の
の
、
防
火
用
水
や
農
業
用
水
は

大
変
不
便
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
。

約
百
年
前
の
戸
上
地
区
の
火
災
で

は
、
集
落
の
大
半
を
焼
失
し
た
。

水
源
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
正
林
寺
の
住
職

大
塚
鎖
（
後
の
菅
生
村
長
）
の
発

議
に
よ
り
大
正
井
路
（
後
の
戸
上

井
路
）
を
開
鑿
す
る
こ
と
に
な
り
、

２
年
後
に
通
水
し
た
。
大
正
５
（
１

９
１
６
）
年
の
こ
と
で
あ
る
。
井

路
の
完
成
に
よ
り
、
戸
上
地
区
は

防
火
用
水
と
農
業
用
水
が
確
保
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
し
か
し
、
今
地
区
を
潤
す
天
保

井
路
と
水
源
が
競
合
す
る
た
め
水

不
足
が
生
じ
た
。
そ
こ
で
水
路
が

で
き
て
20

年
余
り
経
過
し
た
昭
和

13
（
１
９
３
８
）
年
に
池
部
地
区

の
南
側
に
溜
池
を
築
造
し
た
。
あ

の
白
水
ダ
ム
が
完
成
し
た
年
で
あ

る
。
越
流
堰
堤
を
よ
く
見
る
と
、

白
水
ダ
ム
を
小
さ
く
し
た
流
れ
で

あ
る
。

　
現
在
で
は
戸
上
地
区
20

ヘ
ク

タ
ー
ル
の
水
田
を
潤
し
て
い
る
。
ね

ぎ
の
神
社
の
前
か
ら
サ
イ
フ
ォ
ン

で
谷
を
渡
り
、
国
道
に
出
て
両
側

を
支
線
が
戸
上
ま
で
流
れ
て
い
る
。

　
正
林
寺
は
、
昨
年
住
職
が
他
界

し
、
現
在
は
夫
人
が
坊
を
守
っ
て

い
る
。

　
百
年
前
の
戸
上
地
区
の
大
火
と

水
路
の
発
議
、
人
々
の
汗
の
結
晶

で
あ
る
水
路
の
通
水
。
大
切
に
し

て
残
し
た
い
歴
史
の
１
ペ
ー
ジ
で

あ
る
。
　
　
　
　（
衛
藤
　
頼
光
）

出
典
：
竹
田
市
誌
、
竹
田
土
地
改
良
区
配
水
図

集落を火災から守る戸上井路　大塚　鎖

ま
る
ご
と
博
物
館

165

ぼくた
ち・私たちの

学び舎

　
本
校
は
、
久
住
連
山
の
大
船
山
の

麓
、
標
高
５
８
０
メ
ー
ト
ル
に
位
置

し
、
竹
田
市
の
中
心
部
よ
り
気
温
は

３
〜
５
度
低
く
、
夏
で
も
涼
し
い
高

原
の
爽
や
か
な
風
が
吹
き
ま
す
。
雄

大
な
大
船
山
は
、
四
季
折
々
の
美
し

い
景
観
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。
ま

た
、
運
動
場
は
芝
生
が
張
ら
れ
て
お

り
、
昼
休
み
な
ど
に
生
徒
た
ち
が

サ
ッ
カ
ー
を
す
る
光
景
は
、
映
画
の

一
場
面
を
見
る
よ
う
で
す
。
そ
ん
な

自
然
豊
か
な
環
境
の
中
、
全
校
生
徒

22

名
が
毎
日
元
気
に
登
校
し
、
勉

学
や
部
活
動
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
校
訓
は
「
自
主
・
自
律
」
。
自
ら

考
え
共
に
学
び
、
自
己
実
現
で
き

る
、
心
豊
か
な
生
徒
の
育
成
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
本
校
の
特
色
あ
る
活

動
を
一
部
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　
本
校
は
少
人
数
で
も
活
発
に
生

徒
会
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
中
で
も
「
都
野
中
し
ぐ
さ
」
と
「
ポ

リ
ア
ン
ナ
活
動
」
は
、
生
徒
の
自
尊

感
情
を
高
め
る
取
り
組
み
で
す
。

「
都
野
中
し
ぐ
さ
」
は
、
立
ち
止
ま
っ

て
あ
い
さ
つ
、
あ
い
さ
つ
の
後
に
一

言
加
え
る
、
返
事
・
返
礼
を
す
る
、

先
生
や
先
輩
な
ど
に
対
し
て
率
先

し
て
仕
事
を
代
わ
る
と
い
う
も
の
で

す
。「
ポ
リ
ア
ン
ナ
活
動
」
と
は
友

だ
ち
の
よ
い
所
探
し
で
、
毎
日
帰
り

の
会
で
行
い
、
毎
週
教
室
に
掲
示
し

ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
に
は
多
く
の
教
材
が

今
月
の
学
び
舎

　竹
田
市
立
都
野
中
学
校

あ
り
ま
す
。
総
合
的
な
学
習
の
時
間

で
は
、
宮
処
野
神
社
大
祭
と
そ
の
継

承
に
つ
い
て
、
オ
オ
ル
リ
シ
ジ
ミ
の

保
護
活
動
、
都
野
地
域
の
産
業
（
牧

畜
・
福
祉
等
）
に
つ
い
て
な
ど
、
地

域
の
方
々
の
協
力
の
も
と
、
郷
土
へ

の
理
解
を
深
め
、
郷
土
を
愛
す
る
態

度
を
育
て
て
い
ま
す
。
５
月
に
は
オ

オ
ル
リ
シ
ジ
ミ
の
観
察
会
に
参
加

し
、
民
放
各
局
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

で
放
映
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
運
動
会
は
９
月
に
都
野
小

中
合
同
で
開
催
し
、
地
域
の
伝
統
の

踊
り
（
団
七
お
ど
り
・
つ
つ
じ
音
頭
）

を
地
域
の
方
と
一
緒
に
踊
り
ま
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
も
20

家
庭
と
少
人
数

で
す
が
、
全
員
参
加
で
活
発
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
大
分
県
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
合
会
指
定
の
研
究
発
表
会

を
開
催
し
、
県
下
各
地
の
約
２
０
０

名
の
参
加
者
か
ら
、
小
規
模
校
な
ら

で
は
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
と
し
て
好
評
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
家
庭
と
地
域
と
連
携

し
、
小
規
模
校
の
良
さ
を
活
か
し
た

教
育
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

（
教
頭
　
伊
東
伸
一
郎
）

※

タ
イ
ト
ル
は
、
第
２
代
校
長
　
大
久

保
貞
義
先
生
作
の
短
歌
で
ラ
ン
チ
ル
ー

ム
に
書
が
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

↑オオルリシジミ観察会

↑小中合同運動会（団七おどり）

↑正林寺

↑配水図

ため池

水路

←阿蘇 玉来→

→

→

久住

荻

国道57号

菅生小学校

文

池部地区

ねぎの神社
戸上地区

正林寺

戸上井路

戸上井路

七ツ森古墳

か
い
さ
く

え
ん
て
い
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□□□□□□□□□□

今月の読み聞かせ

開館のご案内

他200冊ほど入りました。

新刊のご案内

【一般書】

・ノーサイド・ゲーム［ダイヤモンド社］

・１１９［文藝春秋］

・美しき愚かものたちのタブロー［文藝春秋］

・「今、ここ」にある幸福［清流出版］

・ぶどうの木のかげで

　　―今日の祈り、明日のうた―［青娥書房］

・カモフラージュ［集英社］

・僕が夫に出会うまで［文藝春秋］

・大学選び大百科　2019完全保存版［プレジデント社］

　

【児童書】

・ポプラディアプラス　世界の国々　１～５巻［ポプラ社］

・ころべばいいのに［ブロンズ新社］

・ばけばけばけばけばけたくんおるすばんの巻

　［大日本図書］

・西遊記13　風の巻［理論社］

・落語少年サダキチ〔いち〕［福音館書店］

・やぎのしずかのしんみりしたいちにち［偕成社］

・鳥獣戯画を読みとく［岩崎書店］

池井戸　潤

長岡　弘樹

原田　マハ

岸見　一郎

小塩　節

松井　玲奈

七崎　良輔

ヨシタケシンスケ

岩田　明子

斉藤　洋　著／広瀬　弦　絵

田中　啓文　作／朝倉　世界一　画

田島　征三

五味　文彦

　暑い暑い夏がやって来ました！図書館では８月も毎週金曜日を午後７時まで開館して

皆さまのお越しをお待ちしています。第４金曜日も開館します。涼しい図書館へどうぞ

お越しください。        

　久住・直入・荻の各図書室にも新しい本を揃えています。楽しさ満載の図書館へ出か

けてみませんか？        

　現代を代表する絵本作家たちが描く震災

をめぐる或る日の記憶。3.11と子どもの本

の作家たちが「あの日から」を生きるすべ

ての人に送るメッセージです。高山なおみ・

中川学・ヨシタケシンスケなど32人の作家

による絵とエッセイが収録されています。

おはなしひろば
　毎週火曜日 午前10時30分～11時　おはなしひろば

おはなしルーム

　８月はお休みです

たけのこ文庫のおはなし会

　８月10日㈯ 午後３時～３時30分　おはなしひろば

竹田市立図書館（TEL&FAX 63-1048）
　開館時間 午前10時～午後６時
　　　　　（金曜日は午後７時まで）
　休館日 月曜日　※23日㈮は開館します。

荻駅交流館図書室（TEL&FAX 68-2200）
　開館時間 午前10時～午後６時
　休館日 土・日・祝日等

久住図書室（TEL 76-0717 FAX 76-0724）
直入図書室（TEL 75-2211 FAX 75-2217）
　開館時間 午前８時30分～午後５時
　休館日 土・日・祝日等

竹田市立図書館（TEL&FAX 63-1048）
　開館時間 午前10時～午後６時
　　　　　（金曜日は午後７時まで）
　休館日 月曜日　※23日㈮は開館します。

荻駅交流館図書室（TEL&FAX 68-2200）
　開館時間 午前10時～午後６時
　休館日 土・日・祝日等

久住図書室（TEL 76-0717 FAX 76-0724）
直入図書室（TEL 75-2211 FAX 75-2217）
　開館時間 午前８時30分～午後５時
　休館日 土・日・祝日等

司書おすすめの一冊

「あの日からの
　　或る日の絵とことば」

筒井　大介 編　　　創元社

「ぼくはなきました」

くすのきしげのり　作／石井　聖岳　絵　　東洋館出版社

児童書

8月

　二人のデビュー作「だいおういかのいかたろ

う」は、冬の冷たい湖で凍り付いてしまったいか

たろうを子どもたちが助けるストーリー。お礼

にといかたろうが教えてくれた「イカダンス」を、

大人も子どもも身体をくねくね動かしながら踊

りました。ザ・キャビンカンパニーの独創的な絵

本の世界に会場中が笑顔に包まれていました。

　「第22回なつやすみ図書館まつ

り」が７月15日、グランツたけた

で開催され、阿部健太朗さんと吉

岡紗希さんによる絵本作家ユニッ

ト「ザ・キャビンカンパニー」の

読み聞かせが行われました。

「平成と大分」
　　　～大分県30年のあゆみ～

大分合同新聞社

郷土の本

一般書

　さんかんびに自分のいいところをはっ

ぴょうすることになったそうたくん。

　友だちのいいところはたくさん見つかる

のに、いくら考えても自分のいいところは見

つかりません。泣きそうになったぼくにせ

んせいが教えてくれたのは…。みなさんも

自分のいいところが見つかりますように！

竹
田
土
地
改
良
区
配
水
図

↑読み聞かせを行ったザ・キャビンカンパニーの阿
部健太朗さんと吉岡紗希さん

↑楽しそうに「イカダンス」を踊る
子どもたち

絵本の世界に
大人も子どもも夢中

　大分合同新聞に連載・特集された政治、経

済、文化、スポーツ、暮らしなど大分の平成

史のすべてが一冊にまとめられました。巻末

には18市 町 村 別 の 地 域 新 聞 や 平 成10大

ニュースが載せられています。令和を迎える

前のひとつの時代を振り返ってみませんか。
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市長コラム

〈第119回〉

文豪川端康成が晩年、よく揮毫したのが『有
由有縁』。人との出会いや物事との接点が生ま
れるのは、偶然ではなく、それなりの理由が
働くからであるという意味です。

←ファンゴの体験の前にドク

ターと看護師から問診を受

ける

↑ファンゴ（泥浴）による健康

づくりを進めるマッシモ氏

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
地
方
創
生 

①

　
先
月
11

日
か
ら
18

日
ま
で
ド
イ
ツ
・
バ
ー
ト
ク

ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン
市
と
の
国
際
交
流
30

周
年
記
念
事

業
に
参
加
し
た
。
私
と
佐
田
啓
二
議
長
を
含
め
て

総
勢
15

名
の
訪
問
団
だ
。

　
平
成
元
年
に
始
ま
っ
た
同
市
と
の
交
流
を
記
念

し
て
、
昨
年
は
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
の
グ
ラ
ン
ド

オ
ー
プ
ン
と
国
民
文
化
祭
事
業
、
そ
し
て
炭
酸
泉

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
併
せ
て
、
一
足
先
に
竹
田
市
で

30

周
年
記
念
を
祝
っ
た
。
キ
ー
バ
ー
市
長
を
は
じ

め
24

名
の
市
民
が
竹
田
市
を
訪
れ
て
く
れ
た
。
そ

の
ド
イ
ツ
版
が
現
地
で
行
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

　
そ
の
詳
し
い
模
様
は
記
録
写
真
を
添
え
て
本
誌

で
ご
報
告
申
し
上
げ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
も
う

一
つ
私
の
使
命
で
も
あ
っ
た
イ
タ
リ
ア
・
ア
バ
ノ

の
温
泉
地
研
修
を
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
イ
タ
リ
ア
の
ア
バ
ノ
と
い
う
温
泉
地
は
ベ
ニ
ス

の
空
港
か
ら
車
で
40

分
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。

　
特
に
ス
イ
ス
の
よ
う
な
風
光
明
媚
な
観
光
地
で

も
な
い
の
に
、
ど
う
し
て
ア
バ
ノ
が
聖
地
と
さ
れ

る
の
か
。
そ
れ
は
、
先
人
た
ち
が
取
り
組
ん
で
き

た
フ
ァ
ン
ゴ
（
泥
浴
）
に
よ
る
健
康
づ
く
り
を
国

の
政
策
に
育
て
た
か
ら
だ
。
も
っ
と
わ
か
り
や
す

く
言
え
ば
、
温
泉
の
特
異
性
を
活
用
し
て
国
民
の

病
気
の
治
療
や
予
防
医
療
に
役
立
て
る
と
い
う
シ

ス
テ
ム
を
実
現
し
た
と
い
う
こ
と
だ
。

　
国
民
の
予
防
医
療
や
病
気
を
治
す
の
に
、
薬
で

は
な
く
温
泉
を
活
用
す
る
こ
と
の
優
位
性
が
実
証

さ
れ
れ
ば
、
国
は
先
人
た
ち
が
取
り
組
ん
で
き
た

フ
ァ
ン
ゴ
（
泥
浴
）
に
お
金
を
使
う
は
ず
だ
し
、

そ
う
す
べ
き
で
あ
る
と
訴
え
た
の
が
マ
ッ
シ
モ
氏

だ
っ
た
。
彼
は
昨
年
、
大
分
県
で
開
催
さ
れ
た
世

界
温
泉
地
サ
ミ
ッ
ト
で
主
役
を
演
じ
た
。
そ
の

後
、
長
湯
温
泉
を
体
験
し
、
そ
し
て
農
家
で
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
を
楽
し
ん
だ
。

　
私
は
彼
の
勧
め
で
フ
ァ
ン
ゴ
を
体
験
し
た
。

　
ま
ず
は
血
圧
検
査
と
全
身
の
聞
き
取
り
調
査
。

看
護
師
と
ド
ク
タ
ー
が
立
ち
会
う
。

　
血
圧
は
正
常
で
あ
っ
た
し
、
体
重
と
身
長
の
バ

ラ
ン
ス
も
理
想
的
。
そ
れ
で
も
長
旅
の
せ
い
か
、

首
や
肩
、
腰
の
張
り
が
気
に
か
か
る
。
そ
ん
な
自

己
申
告
を
す
る
と
、
今
度
は
ど
ん
な
治
療
を
す
る

の
か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
れ
る
。

　
私
の
場
合
は
フ
ァ
ン
ゴ
（
泥
浴
）
と
全
身
マ
ッ

サ
ー
ジ
で
あ
る
。
そ
の
処
方
箋
に
基
づ
い
て
温
か

い
泥
で
全
身
を
包
む
。
じ
っ
と
り
と
汗
が
に
じ
ん

で
く
る
が
、
こ
の
温
か
さ
が
何
と
も
快
い
。
泥
に

く
る
ま
れ
た
ま
ま
20

分
。
浅
い
眠
り
か
ら
起
こ
さ

れ
た
あ
と
は
ジ
ャ
グ
ジ
ー
風
呂
で
泥
を
落
と
す
。

フ
ァ
ン
ゴ
を
す
る
部
屋
は
ベ
ッ
ド
と
ジ
ャ
グ
ジ
ー

風
呂
の
浴
槽
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
個
室
で
ベ
テ
ラ
ン
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
が
す

イ
タ
リ
ア
・
ア
バ
ノ
の
温
泉
地
に
奇
跡
を
起
こ
し
た
男

べ
て
を
誘
導
し
て
く
れ
る
。
仕
上
げ
は
全
身
マ
ッ

サ
ー
ジ
で
あ
る
。
ク
リ
ー
ム
を
塗
り
込
み
な
が
ら

マ
ッ
サ
ー
ジ
が
続
く
。
時
間
は
み
っ
ち
り
50

分
。

血
行
が
良
く
な
っ
て
い
く
の
が
わ
か
る
ほ
ど
快
適

で
あ
る
。

　
こ
の
体
験
を
す
る
と
、
フ
ァ
ン
ゴ
で
健
康
回
復

を
し
よ
う
と
い
う
人
々
は
多
く
な
る
は
ず
で
あ

る
。
そ
こ
で
マ
ッ
シ
モ
氏
は
考
え
た
。
「
予
防
に

か
か
る
経
費
は
、
病
気
に
な
っ
て
治
療
に
要
す
る

お
金
よ
り
も
安
い
は
ず
だ
」
と
。

　
た
だ
、
フ
ァ
ン
ゴ
で
本
当
に
体
は
健
康
に
な
る

の
か
、
病
気
は
治
る
の
か
。
こ
こ
が
国
を
説
得
す

る
に
は
必
要
だ
っ
た
と
話
す
。
フ
ァ
ン
ゴ
に
よ
る

エ
ビ
デ
ン
ス
調
査
を
や
ろ
う
と
呼
び
か
け
た
が
、

そ
の
調
査
費
を
ど
う
す
る
か
。
だ
れ
が
主
宰
す
る

べ
き
か
。
行
政
は
動
い
て
く
れ
る
の
か
。
試
練

だ
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
彼
は
ア
バ
ノ
だ
け
で
な

く
、
お
隣
の
モ
ン
テ
グ
ロ
ッ
ト
に
も
呼
び
か
け
て

年
間
１
億
２
千
万
円
を
み
ん
な
で
出
し
合
っ
て
エ

ビ
デ
ン
ス
調
査
を
や
っ
た
。
１
０
０
軒
の
ホ
テ
ル

が
お
金
を
出
し
合
っ
て
、
さ
ら
に
近
隣
の
ミ
ラ
ノ

を
は
じ
め
と
す
る
利
用
者
の
多
い
都
市
に
出
向
い

て
エ
ビ
デ
ン
ス
調
査
を
実
行
し
た
。

　
５
年
間
連
続
で
調
査
を
や
り
遂
げ
た
。

（
以
下
、
次
号
）
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８月は差別をなくす運動月間です

ス
テ
ム
を
実
現
し
た
と
い
う
こ
と
だ
。

風
呂
の
浴
槽
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
。

て
エ
ビ
デ
ン
ス
調
査
を
実
行
し
た
。

年
間
連
続
で
調
査
を
や
り
遂
げ
た
。

（
以
下
、
次
号
）

８
月
は
差
別
を
な
く
す
運
動
月
間
で
す

籔亀英雄さん
（阿蔵・３期目）

小出六十志さん
（高練木・２期目）

志賀義弘さん
（荻の迫・２期目）

↑駅の構内に子どもたちの作品が飾

られます

人権問題について一緒に考えてみませんか？

　
県
で
は
８
月
を
「
差
別
を
な
く
す
運
動
月
間
」
に
定
め
、
竹
田
市
に
お
い
て
も
さ
ま
ざ

ま
な
人
権
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
人
権
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
や
感
覚
を

身
に
つ
け
、
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」
強
化
週
間

竹
田
市
人
権
擁
護
委
員
に

３
氏
を
再
任

　
令
和
元
年
６
月
30

日
で
任
期
満

了
と
な
り
、
平
成
31

年
３
月
議
会
に

お
い
て
竹
田
市
人
権
擁
護
委
員
の
推

薦
に
つ
い
て
適
任
と
決
定
さ
れ
た
次

の
方
に
、
令
和
元
年
７
月
１
日
付
け

で
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
状
が
交
付

さ
れ
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
の
使
命
及
び

活
動
と
は

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
憲
法
で
保
障

さ
れ
て
い
る
国
民
の
基
本
的
人
権
、

即
ち
国
民
が
国
家
社
会
に
お
い
て
幸

福
な
生
活
を
営
む
た
め
に
必
要
な
人

間
と
し
て
の
権
利
が
侵
犯
さ
れ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
に
監
視
し
、
も
し
、

こ
れ
が
侵
犯
さ
れ
た
場
合
は
、
そ
の

救
済
の
た
め
、
す
み
や
か
に
適
切
な

処
置
を
取
る
と
と
も
に
、
常
に
自
由

人
権
思
想
の
普
及
高
揚
に
努
め
る
こ

と
を
使
命
と
し
て
い
ま
す
。

　
主
な
活
動
と
し
て
、①
住
民
の
人

権
意
識
を
高
め
、
人
権
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
て
も
ら
う
人
権
啓
発
活

動
、②
面
談
や
電
話
等
に
よ
る
人
権

に
関
す
る
相
談
へ
の
対
応
、③
い
じ

め
や
差
別
、
虐
待
等
の
人
権
侵
害
の

被
害
者
救
済
活
動
に
あ
た
っ
て
い
ま

す
。

願
い
よ
、
届
け
！

第
14

回
人
権
七
夕
ま
つ
り

　
人
権
啓
発
活
動
の
一
環
と
し
て
、

「
第
14

回
人
権
七
夕
ま
つ
り
」
を
開

催
し
ま
す
。
感
性
あ
ふ
れ
る
子
ど
も

た
ち
の
人
権
標
語
約
６
０
０
点
を
Ｊ

Ｒ
豊
後
竹
田
駅
に
展
示
し
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期
間
　
８
月
１
日
㈭
〜
７
日
㈬

展
示
場
所
　
Ｊ
Ｒ
豊
後
竹
田
駅
玄

関
及
び
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム

協
力
校
　
竹
田
小
学
校
、
豊
岡
小
学

校
、
南
部
小
学
校
、
県
立
竹
田
支
援

学
校

問
大
分
地
方
法
務
局
竹
田
支
局
内

竹
田
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
　
☎

62-

２
３
１
５

　
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
ぜ
ひ
お
話
を

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
守
り

ま
す
。

日
時
　
８
月
29

日
㈭
〜
９
月
４
日
㈬

※

平
日
は
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
７

時
、
土
・
日
は
午
前
10

時
〜
午
後
５

時相
談
専
用
電
話
　
☎
０
１
２
０-

０

０
７-

１
１
０
（
全
国
共
通
・
無
料
）

※

Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
接
続
で
き
ま
せ

ん
。

※

Ｉ
Ｐ
電
話
の
方
は
、☎
０
９
７-

５

３
２-

３
３
６
８
（
大
分
地
方
法
務

局
人
権
擁
護
課
）
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

相
談
内
容
　
学
校
に
お
け
る
い
じ
め

や
体
罰
、
児
童
虐
待
な
ど
子
ど
も
の

人
権
問
題
に
関
す
る
こ
と
全
般

担
当
者
　
人
権
擁
護
委
員
・
法
務
局

職
員

※

大
分
地
方
法
務
局
で
は
平
日
の
８

時
30

分
か
ら
午
後
５
時
15

分
ま
で
、

相
談
専
用
電
話
「
子
ど
も
の
人
権
１

１
０
番
」（
☎
０
１
２
０-

０
０
７-

１
１
０
）
に
よ
り
、
常
時
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

人
権
相
談
は
こ
ち
ら
へ

　
法
務
局
で
は
、
人
権
侵
害
に
よ

る
被
害
を
受
け
た
方
を
救
済
す
る

た
め
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

☎
０
５
７
０-

０
０
３-

１
１
０

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
５
７
０-

０
７
０-

８
１
０
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　子どもたちに演劇の感動を届けるプロジェクト「こ

ころの劇場」。

　同事業によるファミリーミュージカル「はだかの

王様」が７月23日、グランツたけたで上演されまし

た。市内12の小学校の４～６年生432人が鑑賞し、

劇団四季の圧巻の舞台に目を輝かせていました。

劇団四季が公演

迫力の演技に惹きこまれる児童たち

←終演後に役者の
　皆さんとふれあ
　う児童たち

ダイサギソウ（ラン科）
阿孫  久見

第173回 郷土の植物
（364）

　
低
地
の
水
湿
の
あ
る
草
地
に
生

育
す
る
高
さ
70
㌢
ほ
ど
の
多
年
草

で
す
。
茎
は
直
立
し
ま
す
。

　
数
個
つ
く
互
生
で
全
縁
の
厚
っ

ぽ
い
光
沢
の
あ
る
葉
は
、
ふ
ち
が

白
く
半
透
明
に
な
っ
て
い
ま
す
。

葉
は
大
小
が
あ
り
、
下
部
の
葉
は

大
き
く
長
楕
円
状
披
針
形
で
上
部

の
葉
は
小
さ
い
披
針
形
で
す
。
下

の
大
き
い
葉
は
長
さ
13
㌢
、
幅
が

２
・
２
㌢
ほ
ど
で
す
。
上
の
小
さ

い
葉
は
長
さ
５
㌢
、
幅
が
１
㌢
ほ

ど
で
す
。
葉
の
基
部
は
茎
を
抱
き

ま
す
。

　
夏
か
ら
秋
の
頃
、
茎
頂
に
総
状

花
序
を
立
て
多
数
の
ラ
ン
特
有
の

形
を
し
た
径
２
㌢
ほ
ど
の
純
白
の

花
を
咲
か
せ
ま
す
。
横
の
左
右
の

側
が
く
片
は
小
さ
く
、
下
の
唇
弁

は
扇
形
（
写
真
）
で
大
き
く
斜
め

に
突
き
出
て
３
裂
し
ま
す
。
両
方

の
側
弁
は
広
く
先
に
細
か
い
切
れ

込
み
が
あ
り
ま
す
。
中
央
の
裂
片

は
細
い
舌
状
で
す
。
ま
た
距
（
花

弁
の
一
部
が
中
空
で
袋
状
に
突
き

出
た
も
の
）
が
長
い
で
す
。

　
和
名
の
由
来
は
サ
ギ
ソ
ウ
に
比

べ
草
丈
が
大
き
い
の
で
大
鷺
草
の

名
が
あ
り
ま
す
。

　
竹
田
で
は
産
地
極
限
の
稀
な
植

物
で
、
あ
る
ご
く
限
ら
れ
た
里
山

の
田
ん
ぼ
の
土
手
で
観
察
さ
れ
ま

す
。
大
分
県
の
絶
滅
危
惧
種
。
花

期
は
８
月
か
ら
９
月
で
す
。

す
い
し
つ

く
き

ち
ょ
く
り
つ

ご  

せ
い

ぜ
ん
え
ん

あ
つ

そ
く

へ
ん

し
ん
べ
ん

お
う
ぎ
が
た

つ

れ
つ

そ
く
べ
ん

こ
ま

き

こ

ち
ゅ
う
お
う

れ
つ
へ
ん

ほ
そ

ぜ
つ
じ
ょ
う

き
ょ

ち
ゅ
う
く
う

ふ
く
ろ
じ
ょ
う

く
さ
た
け

さ
ん
ち
き
ょ
く
げ
ん

ま
れ

か
ぎ

さ
と
や
ま

ど   

てぜ
つ
め
つ  

き    

ぐ   

し
ゅ

ダ
イ
サ
ギ
ソ
ウ

な
な

こ
う
た
く

は
ん
と
う
め
い

ち
ょ
う
だ
え
ん
じ
ょ
う
ひ
し
ん
け
い

き
　
ぶ

け
い
ち
ょ
う

そ
う
じ
ょ
う

か   

じ
ょ

と
く
ゆ
う

じ
ゅ
ん
ぱ
く

だ



別冊　公共料金が改定されます 1

10月１日から消費税の引き上げに伴い

公共料金が改定されます
　10月１日から消費税率が８％から10％に引き上げられます。それに伴い、水道料金や下水道使

用料等をはじめ、消費税がかかる公共料金が改定されます。市民の皆さまのご理解とご協力をお願

いします。

（４）新規加入金

◆竹田市簡易水道事業

使用料（月額・税込）

新規加入金（税込）

料金用途別

５

水 量
（立方メートル）

水 量
（立方メートル）

料金

使用水量
（立方メートル）

金 額
（１立方メートルにつき）

料 金

基本料金 超過料金

料金
用途別

５

20

20

550円

3,300円

4,950円

165円

165円

154円

154円

水 量
（立方
メートル）

料 金

基本料金 超過料金（１立方メートルにつき）

13ミリメートルまで

20ミリメートルまで

25ミリメートルまで

30ミリメートルまで

40ミリメートルまで

50ミリメートルまで

75ミリメートルまで

100ミリメートルまで

45,000円

90,000円

180,000円

270,000円

585,000円

900,000円

2,250,000円

3,825,000円

13ミリメートルまで

20ミリメートルまで

25ミリメートルまで

30ミリメートルまで

40ミリメートルまで

50ミリメートルまで

51ミリメートル以上

49,500円

 99,000円

198,000円

297,000円

643,500円

990,000円

2,475,000円

基本料金 超過料金（１立方メートルにつき）

650円 150円 160円 190円

  上下水道課　

　竹田市水道事業（上水道・簡易水道）並びに生活排

水処理事業（農業集落排水・浄化槽・コミプラ）の使

用料金及び新規加入金を次のように改定します。な

お、今回の料金改定は、消費税率の改定に伴うもので

あり、水道料金等自体の値上げではありません。詳し

くは上下水道課（☎63-4836、FAX 63-0909）までお

問い合わせください。

◆竹田市水道事業（上水道）

（１）計量専用給水装置・１か月（１世帯につき）

■上水道の新規加入金は、上記金額に100分の110を

乗じた額となります。

■上水道の料金は、上記金額及びメーター使用料との合

計額に100分の110を乗じた額となります。

165円

一般用
（営業用を含む）

官公署・学
校・病院用

臨時

給水管の内径 新規加入金

給水管の内径 新規加入金

６立方メー

ト ル 以 上

10立方メー

トルまで

11立方メー

ト ル 以 上

40立方メー

トルまで

40立方メー

トルを超え

る部分

一般家庭用

（３）上水道メーター使用料（１か月につき） 単位：円

基本料金の
数量を超え
て100立方
メートル以
下の部分

1 0 0 立 方
メートルを
超える部分

使用料

口径（ミリメートル）

150 200 250 300 350 1,900 2,300 3,200

13 20 25 30 40 50 75 100

（２）共用給水装置・１か月（１世帯につき）

６～10

11～40

41以上

150円

160円

190円

20

300

20

500

20

100

3,000円

45,000円

4,500円

75,000円

3,000円

15,000円

５ 650円

21以上

301以上

21以上

501以上

21以上

101以上

190円

190円

250円

190円

190円

190円

工場・事業場

臨時用給水

学校プール

営業用

浴場営業用

官公署・学校・
病院用
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公共料金が改定されます

口座振替の方

・年一括で振替の方は、10月分から20円引き上げに

なりますので、20円×６か月分＝120円を、11月

26日に振替させていただきます。

・毎 月 振 替 の 方 は、11月26日 振 替（10月 分）か ら

1,300円になります。

納付書払いの方

・年一括で納付された方は10月分から20円引き上げ

になりますので、20円×６か月分＝120円の追加納

付が必要となります。11月になりましたら、120円

の納付書を郵送させていただきますので、11月26

日までに納付をお願いします。

・月払いの方は11月になりましたら、10月分から翌

年３月分までの６か月分、月額1,300円の納付書を

郵送させていただきますので、納期限までに納付を

お願いします。

※なお、告知端末使用料を納付していただく方も、上記と同様

の方法になります。

種別 用途別

1,584円 198円

水量（立方メートル） 料 金

基本料金 超過料金
（１立方メートルにつき）

専用

共用

用途区分 使用料

１台につき

 種　別 金　額

月額1,300円

月額510円

備　　考

テレビ放送

サービス

店舗・ホテル・病院等の場
合は10台まで1,300円、
11～20台は2,600円、以
後10台増すごとに1,300
円加算

告知放送
サービス

金　額区　　分 単位

 種　別 金　額

月額1,300円テレビ放送
サービス

１世帯に何台テレビが
あっても1,300円

無　料告知放送サービス

備　　考

水道・下水料金の経過措置（上水・簡水・集排・コミプラ）

　令和元年10月１日前（令和元年９月30日）から引

き続いて供給している上水・下水の使用で、令和元

年10月１日から同10月31日までの間に料金が確定

するものは従前の消費税率８％が適用されます。

（例）令和元年９月使用分（10月請求分のみ）は消費税率８％

を適用し、令和元年10月使用分（11月請求分以降）につい

ては消費税率10％を適用します。

  竹田市立こども診療所

　消費税率の改定に伴い、利用料及び手数料を次のと

おり改定します。詳しくは保険健康課（☎63-4810）

までお問い合わせください。

健康診断料

その他文書料
（簡単なもの）

予防接種料

普通診断書

交通事故用診断書

交通事故用明細書

生命保険関係診断書

身体障害者用診断書

各種年金関係診断書

司法関係診断書

死亡診断書

2,200円

3,300円

3,300円

5,500円

7,700円

5,500円

5,500円

3,300円

1,100円

１件

１回

１通

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

実費を基準として
市長が定める額

実費を基準として
市長が定める額

法人等加入者・その他加入者

  企画情報課（竹田市ケーブルネットワークセンター）

　消費税率の改定に伴い、ケーブルテレビ使用料を次

のように改定します。詳しくは企画情報課（☎63-4832）

までお問い合わせください。

一般世帯の場合

◆コミュニティープラント

◆竹田市農業集落排水事業

使用料（月額・税込）

◆合併処理浄化槽事業

５～７人槽

８人槽

９～ 10人槽

15人槽まで

20人槽まで

25人槽まで

30人槽まで

35人槽まで

40人槽まで

45人槽まで

50人槽まで

4,081円

4,290円

4,708円

9,636円

11,000円

12,771円

14,135円

15,609円

17,171円

18,535円

 20,009円

人槽区分 使用料

一般用

官公署用

一般用

８立方メートルまで

８立方メートルまで

８立方メートルまで

自治会
公民館等

年間８立方メート
ルまで

1,190円

200円

230円

基本料金
水道水10立方メートルまで

超過料金
水道水１立方メートルにつき

１立方メートルにつき

水道水使用の
場合

水道水以外の
水使用の場合

（月額・税込）

（月額・税込）



別冊　公共料金が改定されます 3

◆文化施設

○竹田市総合文化ホール グランツたけた

☎63-4837（総合文化ホール）

◆社会教育関係施設

○公民館・分館 ☎63-4817（生涯学習課）

○竹田市水の国わくわく農園 ☎63-4805（農政課）

○竹田市野外活動施設

○神の里交流センター「緒環」・三郎窯

 ☎63-4807（商工観光課）

○佐藤義美記念館 ☎63-2650   

○竹田市祖母山麓体験交流施設「あ祖母学舎」

 ☎67-2121   

○久住コミュニティセンター

 ☎76-1113（久住支所地域振興課）

○竹田市地域農業活動拠点施設　湯の郷ふれあい館

 ☎75-2211（直入支所地域振興課）

○竹田市山村交流センター

○ドイツ村簡易宿泊施設・ドイツ村温泉

 ☎63-4817（生涯学習課）

◆社会体育・学校体育施設

○小・中学校体育施設

 ☎各小・中学校へお問い合わせください。

○竹田市総合運動公園

○竹田市体育センター

○竹田市飛田川野球場・弓道場

○竹田市久住総合運動公園

○竹田市都野山村広場

○竹田市白丹体育館

○竹田市直入総合運動公園

○竹田市下竹田グランド

○竹田市直入Ｂ＆Ｇ海洋センター

 ☎63-4817（生涯学習課）

○竹田市久住スポーツ研修センター ☎77-2295   

◆観光関連施設

○竹田市民芸の里 ☎63-4807（商工観光課）

○竹田温泉交流施設　荻の里温泉 ☎64-9595   

○竹田市陽目の里キャンピングパーク

 ☎68-2210（陽目の里 名水茶屋）

○竹田市沢水キャンプ場 ☎76-1542   

○久住さやか ☎76-1116（久住支所地域振興課）

○竹田市国民宿舎　久住高原荘 ☎76-1211   

◆福祉・保健関連施設

○竹田市総合社会福祉センター ☎63-3360   

○竹田市荻福祉健康エリア

 ☎68-3050（竹田市社会福祉協議会荻支所）

○竹田市福祉施設はくすい

 ☎63-4809（高齢者福祉課）

○竹田市双城高齢者コミュニティセンター　

 ☎63-3360（竹田市社会福祉協議会）

○竹田市荻老人福祉センター

 ☎68-2211（荻支所地域振興課）

○竹田市久住保健センター

 ☎76-0719（竹田市社会福祉協議会久住支所）

○竹田市直入高齢者コミュニティセンター

 ☎75-3380（竹田市社会福祉協議会直入支所）

人
権シリーズ　No.52

差別のない地域社会
の実現を

　
近
年
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
普
及
や
社
会
の
グ
ロ
ー
バ
ル

化
な
ど
に
よ
る
社
会
環
境
の
急

激
な
変
化
に
伴
う
さ
ま
ざ
ま
な

人
権
侵
害
が
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
国
は
「
部
落

差
別
解
消
推
進
法
」、「
障
害
者

差
別
解
消
法
」
及
び
「
ヘ
イ
ト

ス
ピ
ー
チ
解
消
法
」
と
い
う
差

別
の
解
消
を
目
的
と
し
た
法
令

を
相
次
い
で
制
定
し
ま
し
た
。

　
竹
田
市
は
、
合
併
の
時
か
ら

「
竹
田
市
部
落
差
別
等
あ
ら
ゆ

る
差
別
を
な
く
し
人
権
を
擁
護

す
る
条
例
」
を
制
定
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
人
権
意
識
の
向
上
に
関

す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
よ
り
一
層
の
人

権
施
策
を
推
進
す
る
必
要
が
あ

る
た
め
、
令
和
元
年
竹
田
市
議

会
第
２
回
定
例
会
で
、
こ
の
条

例
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
特
徴
の
一
つ
に
相
談
体

制
の
充
実
が
あ
り
ま
す
。
平
成

28
年
に
生
涯
学
習
課
が
行
っ
た

市
民
人
権
意
識
調
査
の
結
果
で

は
、「
こ
れ
ま
で
差
別
を
さ
れ
た

り
、
人
権
侵
害
を
さ
れ
た
こ
と

が
あ
る
か
」
と
の
問
い
で
、
35
％

を
超
え
る
方
が
「
あ
る
」
と
回
答

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、「
あ
る
」

と
回
答
し
た
方
の
う
ち
、
45
％

の
方
が
「
抗
議
も
相
談
も
し
な

か
っ
た
」
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

人
権
・
部
落
差
別
解
消
推
進
課

な
ど
の
相
談
窓
口
を
皆
さ
ま
に

知
っ
て
い
た
だ
き
、
気
軽
に
相
談

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、
ま
ず
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課

題
で
す
。

　
今
年
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
の

人
権
に
関
す
る
意
識
調
査
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
調
査
結
果

を
人
権
教
育
・
啓
発
基
本
計
画

の
改
定
な
ど
、
今
後
の
人
権
に

関
す
る
施
策
に
役
立
て
て
い
き

ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

問 

人
権
・
部
落
差
別
解
消
推
進

課 

☎
63-

４
８
２
０

 その他施設

　消費税率の改定に伴い、各施設の使用料を改定し

ます。詳しくは各施設へお問い合わせください。
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令和元年８月  岡の里ふるさとＵターン情報　
問 竹田市ふるさとハローワーク ☎63-1101

事業所名 事業所の内容 求人職種 求人数 賃金（円） 備考（資格等）

有限会社 興陽建設
土木工事業、舗装工事業、菅工事
業、とび・土工工事業、椎茸生産・
加工・販売業

土木作業員 １ 18.4～25.4万 普通自動車免許（AT限定不可）
土木施工管理技士 １

23.1～34.6万
１．２級土木施工管理技士、普通自動車免許（AT限定不可）

重機オペレータ １ 車両系建設機械（整地、運搬積込）、普通自動車免許（AT限定不可）
医療法人 健伸会
ケアホーム「五つの実」

介護福祉事業（短期入所生活介護の
施設）

介護職 2 13.6～17.7万 介護福祉士またはヘルパー２級、普通自動車免許（AT限定可）
正・准看護師 2 13.9～20.3万 看護師免許（正・准）、普通自動車免許（AT限定可）

社会医療法人社団
大久保病院

医療（内科・循環器内科・整形外科・外科・消化器外科・
麻酔科・リハビリテーション科・婦人科他）、介護老人保
健施設、グループホーム他介護保険サービス関連事業

看護師 2 22.3～33.7万 正看護師免許
介護福祉士 2 15.3～24.9万 介護福祉士
介護士 1 13.7～14万

社会福祉法人 偕倖社
（悠々居）

特別養護老人ホーム、デイサービス事業、ホームヘルプ事業、ショートステ
イ事業、グル－プホーム、居宅介護支援事業、在宅介護支援センター

介護職（正社員） 2 14.6～19.1万
介護職 2 14.9～15.9万

株式会社 翡翠倶楽部
（宿房「翡翠之庄」）

旅館業を中心として、他に食事処3店舗（宿房「翡翠之庄」、料
庵「川瀬美」、ラーメン隼）、木工工房・食品加工場等経営

調理師 １ 17～22万 調理経験者
接客係 ３ 15～20万

医療法人 雄仁会
（加藤病院・岡の苑・
和の郷・木もれ陽）

医療及び介護保険業
介護職 ２ 12.8万
准看護師 ３ 17～22.5万 准看護師免許
正看護師 ３ 21.6～27万 正看護師免許

有限会社 工藤商店 総合工事業及び新建材等の販売
配管工見習（久住） １ 13.3～20万 普通自動車免許（MT）
配管技士（久住） １ 15～25万 管工事施工管理技士または配管技能士（１級）、浄化槽設備士、普通自動車免許（MT）
大工（久住） １ 19.2～36万 建築大工技能士（１級または２級）、普通自動車免許（MT）

社会福祉法人 孝寿福祉
会（美晴が丘・荻の苑）

美晴が丘：特養（従来型・ユニット型）、短期入所、
配食サービス、サ高住「美空の家」
荻の苑：ユニット型特養、従来型特養、短期入所

看護員（正・准看護師） １ 15.5～30万 正・准看護師免許 、老人看護・内科看護の経験ある方
ケアワーカー（介護員）／美晴が丘 ２

14.3～22万 普通自動車免許（AT限定可）
ケアワーカー（介護員）／荻の苑 １

医療法人 孝寿会（伊藤医
院・わくわくデイケア）

医療業（内科・消化器科・循環器科・リハビ
リテーション科・呼吸器科）、介護保険事業（通
所リハビリ・訪問看護・ショートステイ等）

看護助手・介護 １ 14.5～17.6万 普通自動車免許（AT限定可）
正看護師または准看護師 ２ 14.5～30万 看護師免許または准看護師免許、普通自動車免許（AT限定可）
理学療法士 １ 20～33.3万 理学療法士、作業療法士、普通自動車免許（AT限定可）

株式会社 髙山組
土木・舗装・建築・法面・構造物補
修工事の総合建設業

総務事務 １ 14～25万
普通自動車免許（AT限定可）建築工事施工管理技術者 １ 17～40万

土木工事施工管理技術者 １ 17～45万

一般社団法人 竹田市医
師会（竹田医師会病院）

病院
看護師 １ 21～23.6万 看護師免許
准看護師 １ 17～19.6万 准看護師免許
看護補助者 １ 14.5～17.1万

株式会社
くじゅう高原開発公社

地ビールの製造並びに販売事業、ビアレストランの
飲食営業と売店営業、地ビールの業務用販売業務

ビール製造員（見習い） ２ 16～17万 普通自動車免許（AT限定可）
一般事務員 １ 15～16万 パソコン入力可能な方（エクセル・ワード）、普通自動車免許（AT限定可）

加藤石油 株式会社
石油製品・液化石油ガス販売、自動車整
備・車検・自動車販売、各種保険の取扱

自動車整備士 ２ 16～23万 自動車整備士２級、普通自動車免許（MT）
ガソリンスタンド販売員（竹田市内） ３ 13.3～20万 普通自動車免許（AT限定不可）

医療法人 健伸会 
みはらクリニック

整形外科・内科・麻酔科・リハビリテー
ション科等の外来診療、通所リハビリテー
ション、指定居宅介護支援事業所の運営

理学療法士 ２ 21.2～28.7万 理学療法士、普通自動車免許（AT限定可）
正・准看護師 ２ 15.5～22.5万 正看護師または准看護師免許、普通自動車免許（AT限定可）
受付・事務 １ 15～18.5万

株式会社 ローケン
有料老人ホームの経営・訪問介護事
業・通所介護事業・在宅介護支援事
業

利用者支援員（施設利用者の病院受診支援） １
14～16万

正・准看護師・介護福祉士・ヘルパー２級のいずれか、普通自動車免許（AT限定可）
介護職員（ヘルパーステーション） ３ ヘルパー２級・初任者研修・介護福祉士・看護師のいずれか
看護職員 ２ 16～18万 看護師または准看護師

有限会社 但馬屋老舗 菓子製造、販売、茶房ギャラリー経営
販売員（竹田本店） ２ 12.8～16.5万
和菓子製造 １ 13.2～18.7万

有限会社 
久住ワイナリー

加工用ぶどうの栽培とワインの製造
販売及びレストラン

ワイン醸造及び葡萄栽培（経験者） １ 30～40万 ワイン醸造、普通自動車免許（AT限定可）
加工用葡萄の栽培（醸造補佐） １ 25～32万

普通自動車免許（AT限定可）
ワイナリースタッフ １ 22.5～30万

株式会社 松井組
綜合建設業（建築・土木・舗装）、
書店業務、携帯販売

土木施工管理技士 １
23～33万

工務経験者・１級または２級土木施工管理技士
建築技術者 ３ 建築工事経験者・１級または２級建築施工管理技士

グループホーム湧水の郷・訪問介護 
ひまわり竹田（大分部品株式会社）

居宅介護支援、訪問介護、グループ
ホーム

介護スタッフ（グループホーム湧水の郷） ２ 13.6～17.1万 普通自動車免許（AT限定可）
サービス提供責任者（訪問介護ひまわり竹田） １ 14～20万 実務者研修または介護福祉士、普通自動車免許（AT限定可）

社会福祉法人　愛の園福祉会
なおいりこども園 

幼保連携型認定こども園
放課後児童健全育成事業

保育教諭 ３
18～20.5万

保育士・幼稚園教諭・保育子育て支援員・小学校教諭・養護教諭のいずれか
保育士 ２ 保育士

株式会社 くじゅう高原
ガンジー牧場

土産品販売・レストラン経営・宿泊
施設

レストラン接客 １ 18～25万
料理人（洋食） １ 20～30万 調理の経験・調理師免許
フロント・接客 １ 18～25万

株式会社 クレッシェンド
（ホンダカーズ西大分）

四輪新車及び中古車の取扱販売、小売
業自動車の整備業、損害保険代理店

サービススタッフ（整備） １ 13～20万
普通自動車免許（ＭＴ）→ＡＴ限定の
場合は要相談

営業 １ 14～25万
サービスフロント、事務 １ 14～20万

社会福祉法人
竹田市社会福祉協議会

福祉関係団体の支援、地域福祉事業、
市との共催事業、県・市からの委託事
業、介護保険事業

介護支援専門員 １ 18万 介護支援専門員、普通自動車免許（ＡＴ限定可）
訪問介護職員 １ 14.5～17.5万 ヘルパー２級以上、普通自動車免許（ＡＴ限定可）
保健師 ２ 19万 保健師

株式会社 頂
林業全般（植林、下刈り、間伐、皆伐、
立木売買）、チェーンソー、草刈り機、
林業機械・トラックの運転

林業作業員 １ 20～27.5万 普通自動車免許（ＡＴ限定不可）
10ｔトラック運転手 １

20～25万
大型１種免許

４ｔダンプ運転手 １ 普通自動車免許（ＡＴ限定不可）

豊友産業 株式会社 生コンの製造販売
生コン試験業務 １ 19～20.8万 普通自動車免許（ＡＴ限定不可）
生コン輸送係 ２ 18.5～21万 大型自動車免許一種

株式会社 花公園
お花のテーマパーク「くじゅう花公園」の総合的
な運営（入園受付、接客、園内店舗販売、事務業等）

企画・広報等運営業務 2 17.1～20.1万 普通自動車免許（ＡＴ限定可）
レストラン厨房業務 １ 17.1～24.1万 要調理師免許、普通自動車免許（ＡＴ限定可）

くじゅう高原ゴルフ＆
ホテルリゾート株式会社

ゴルフ場、宿泊施設、オートキャンプ場
フロント係 １

15～17.7万
普通自動車免許（ＡＴ限定可）

コース管理 ２ 普通自動車免許（ＡＴ限定不可）
清掃係 １ 15.3万 普通自動車免許（ＡＴ限定可）

有限会社 工藤緑化 土木工事業、造園工事業、林業工事業 一般作業員 3 16～24万 普通自動車免許（ＡＴ限定不可）

株式会社 豊西測量設計
測量・土木設計・補償コンサルタント、
建設コンサルタント

営業 １ 17～25万
普通自動車免許（ＡＴ限定可）土木設計技術者 １ 17～35万

測量技術者 １ 18～35万

①営業職 １⼈ 18 〜 25万円　②調理及び店舗スタッフ １⼈ 18 〜 23万円　③⼀般作業員 １⼈ 16.5万円　④ホールスタッフ 

１⼈ 19 〜 26万円　⑤機械メンテナンス １⼈ 14.1 〜 18万円　⑥配送員 １⼈ 17.2 〜 19万円　⑦事務・販売員 １⼈ 14万円　

⑧⼟⽊施⼯管理技⼠ １⼈ 20 〜 35万円　⑨林業作業員 ２⼈ 19.2 〜 24万円　⑩⼀般事務 １⼈ 14 〜 16万円　⑪ 店舗スタッフ 

１⼈ 13 〜 16万円　⑫収穫作業員 ２⼈ 14 〜 20万円

〔パート求⼈（時給）〕

⑬弁当製造・販売 １⼈ 800 〜 1000円　⑭清掃作業員 １⼈ 765 〜 800円　⑮ホームヘルパー １⼈ 1400円　⑯看護助⼿ １⼈ 

765 〜 850円　⑰パック作業員 １⼈ 900 〜 950円　⑱調理補助 ３⼈ 780 〜 900円　⑲警備員 ５⼈ 800 〜 1000円　⑳⻭科

受付・補助作業 ２⼈ 800円　㉑販売員及び作業員 １⼈ 900 〜 1000円　㉒本部事務員 １⼈ 800円　㉓袋詰め作業員 １⼈ 780

〜 850円　㉔販売 ３⼈ 860 〜 960円

求

人

情

報


	広報たけた173_8月号_HP用.pdf
	広報たけた173_8月号_別冊_公共料金改定

